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ま
ほ

ち のできごと
つ と ト ピ ツ ク ス

＜会場：月山あさひ博物村、古の里森林公園＞

月山あさひ雪まつり朝日

２．23

＜会場：荘内神社参集殿＞

れでにぎわいました。中でも人気なのが全長約50
ｍある雪の滑り台。子供も大人も歓声を揚げながら、
何度も滑り降りました。

雪遊びや雪国の伝統文化の体験等をとおし
て、「冬」を思い切り楽しむことができる、
毎年恒例のイベント。今年も多くの親子連

鶴岡雛物語 スマイルアート＆体験フェス鶴岡

３．２
な祭り」です。お母さんと一緒に、色鮮やかな練り
きりで桃の形の雛菓子を作る女の子。「きれいなピ
ンク色だね」と笑顔がこぼれていました。

会場に設けられた、雛（ひな）菓子作りや
ガラスアクセサリー作り、ろうそくの絵付
けなどの様々な体験ブース。テーマは「ひ



広報つるおか　2014．４3

＜会場：いでは文化記念館＞

聖地観光シンポジウム「聖地観光のすゝめ」羽黒

＜会場：あつみ温泉朝市広場＞

あつみ温泉摩耶山新酒まつり温海
摩耶山の湧き水で栽培された越沢地区産
はえぬきが原料の「摩耶山」。大勢の地酒
ファンが新酒や酒粕汁を楽しみました。

ぽっぽの湯リニューアルオープン藤島
改修工事を終えて新しくなったぽっぽの
湯。この日は、お祝いの餅まきや藤島太
鼓「鼓粋」の演奏が行われました。

３．１

＜市内長沼＞

＜会場：泉地区公民館＞

筆ペンで美文字講座羽黒

２．23

＜市内上山添＞

山添高校卒業証書授与式櫛引
「山添高校で培ったことを忘れません」。
４月に鶴岡南高校山添校となる山添高校。
最後の卒業生31人が巣立ちました。

３．１

鶴岡地区シルバーレクスポ大会鶴岡
競技種目の１つ「アトラック」で狙いを
定めて輪を投げる選手。「全部入ったぞ」。
仲間と一緒に爽やかな汗を流しました。

＜会場：小真木原総合体育館＞

世界遺産を生かした観光振興に取り組む
富山県南砺市。同市長らを招き、聖地と
しての出羽三山の魅力を話し合いました。

美しい文字を書けるようにと、多くの方
の参加がありました。講師の丁寧な指導
を受け、みんな真剣に練習していました。

２．25

３．２３．１
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■問 介護保険料………………本所長寿介護課☎内線183または各地域庁舎市民福祉課へ
■問 国民健康保険税…………本所課税課☎内線205または各地域庁舎税務担当へ
■問 後期高齢者医療保険料…本所国保年金課☎内線126または各地域庁舎市民福祉課へ

介護保険料・国民健康保険税・後期高齢者医療保険料

市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

‐４月以降に受給する年金から仮徴収（差引き）が始まります‐
　次に該当する方は、４月に平成26年度保険料（税）の仮徴
収が始まります。今回お送りする通知書に記載されている
保険料（税）額は、平成25年度の状況を基に計算した仮の保
険料（税）額です。確定保険料（税）額については７月に改め
てお知らせします。また、６月以降に新たに年金からの差
引きが始まる方については、年金受給前にお知らせします。

※現在、既に年金からの
　差引きになっている方は…
　仮徴収額決定の通知書は送付しませんが、
引き続き、仮徴収として、原則２月に差引
きされた額と同額を４月・６月・８月に支
給される年金から差引きします。

■４月に新たに仮徴収が始まる方

　昭和23年４月３日～10月２
日生まれで、新たに年金からの
差引きの対象となった方
→４月上旬に仮徴収額決定通知
書をお送りします

65歳以上の方
《介護保険料》

　世帯主が昭和23年４月３日
～10月２日生まれで、新たに年
金からの差引きの対象世帯とな
った方
→３月中に仮徴収額決定通知書
をお送りしています

65歳以上75歳未満の方
《国民健康保険税》

　平成25年６月１日～10月２
日に後期高齢者医療制度に加入
し、新たに年金からの差引きの
対象となった方
→４月上旬に仮徴収額決定通知
書をお送りします

原則75歳以上の方
《後期高齢者医療保険料》

後　期国　保介　護条　件

①～③の全て
に該当する方①～⑤の全て

に該当する方

①と②の両方
に該当する方

①差引きの対象となる年金の額が年額18万円以上である

②差引きの対象となる年金が借入れ等の担保になっていない

③国民健康保険税または後期高齢者医療保険料のどちらかと、介護保険
　料を足した額が、年金額の半分よりも少ない

④世帯主が国民健康保険の被保険者である

⑤世帯内の国民健康保険被保険者の方全員が65歳以上75歳未満である

■年金からの差引きの対象となる方

年金からの差引
きが始まる時期

→
後期高齢者医療保険料

（後期高齢者医療制度に加入した日）介護保険料・国民健康保険税

平成26年４月平成25年６月１日～10月２日昭和23年４月３日～10月２日生まれ

　〃　６月平成25年10月３日～12月２日昭和23年10月３日～12月２日生まれ

　〃　８月平成25年12月３日～平成26年２月２日昭和23年12月３日～昭和24年２月２日生まれ

■年金からの差引きが始まる時期

※国民健康保険税と後期高齢者医療保険料は、年金
からの差引きから「口座振替」による支払いに変更
することができます。希望する方はお問い合わせく

ださい。介護保険料は、年金からの差引きになった
場合は、他の支払い方法に変更することができませ
んのでご了承ください。

年金からの差引き
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ごみの減量、資源のリサイクルにご協力をお願いします 

連休期間中のごみ収集、ごみの分け方・出し方等について
■問 廃棄物対策課☎内線677

４月29日○火 　　　　 …通常収集します
５月５日○月 ・６日○火  …収集しません

生活・環境

葛ごみは自分の町内会のごみステーションに、指定
　された時間まで出してください。他の町内には出
　せません。
葛「ごみ収集カレンダー」で収集日を確認してくださ
　い。曜日違いのものは収集しません。
葛指定袋以外で出されたものや分別されていないも
　のは収集しません。
葛ごみが多い場合は、数回に分けて出すか、直接各
　施設に持ち込んでください（有料）。
　○もやすごみ…
　　クリーンセンター（市内宝田）☎22‐2849
　○不燃ごみ…
　　リサイクルプラザ（市内水沢）☎35‐3557

葛商店や飲食店、会社、医院、農林漁業等から出る
　「事業系ごみ」はごみステーションには出せません。
葛在宅医療に伴うごみは、医療機関・薬局等からき
　ちんと指導を受けた「感染性・危険性」のないも
　のだけ「もやすごみ」として収集します。
葛ごみの分別について詳しくは「生活系ごみの分け
　方・出し方」をご覧ください。ご家庭にない場合
　は、市役所本所・各地域庁舎、クリーンセンター、
　各コミュニティセンターで差し上げ
　ます。

■連休期間中のごみ収集

■ごみの分け方・出し方の基本ルール

■生ごみ処理機でエコライフ 
　補助金制度をご利用ください
■対象機器　電気式生ごみ処理機、
　　　　　　コンポスト容器等
■補助金額　消費税を除いた購入費用の３分の１以
　　　　　　内（100円未満切捨て、上限２万円。
　　　　　　補助対象数量は１世帯１基のみ）
■交付要件　市税を滞納していないこと　過去
　　　　　　にこの補助金を受けていないこと
■必要書類　補助金交付申請書　市税納付状況
　　　　　　の照会についての届出書　本市への
　　　　　　請求書　販売店の購入証明または領
　　　　　　収書　保証書の写し（電気式のみ）
※詳しくは市宛「廃棄物対策課」をご覧ください。

■資源回収運動に参加しましょう
　本市では、資源回収運動を実施した子供会、町内
会等の団体に対し、資源ごみの回収量に応じて報奨
金を交付しています。報奨金の交付を受けるには、
事前に登録が必要です。
　回収品目の古紙類には、ティッシュペーパーやお
菓子の箱等の雑がみも含まれます。
‐ごみの減量と資源のリサイクルにご協力ください‐

■問 廃棄物対策課☎内線677または
　各地域庁舎市民福祉課へ

市
政

荘
内
病
院
職
員
募
集

■
募
集
職
種
（
募
集
人
員
）・受
験
資
格
　
薬

剤
師
（
１
人
）
…
昭
和
　
年
４
月
２
日
以
降

55

に
生
ま
れ
、
薬
剤
師
免
許
を
取
得
し
て
い
る

方
　
■
採
用
予
定
日
　
平
成
　
年
８
月
１
日

26

■
試
験
日
時
・
会
場
　
１
次
試
験
…
５
月
　11

日
○日 
午
前
　
時
・
同
院
　
２
次
試
験
（
１
次

10

試
験
合
格
者
が
対
象
）
…
６
月
初
旬
・
同
院

■
受
験
案
内
・
申
込
書
の
交
付
　
申
込
書
は

同
院
総
務
課
及
び
本
所
職
員
課
で
交
付
し
ま

す（
市
宛「
職
員
採
用
情
報
」及
び
同
院
宛「
職

員
募
集
」か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）。
郵
送

で
請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表
に
「
受
験

案
内
請
求
」
と
朱
書
き
し
、
宛
先
を
記
し
た

角
型
２
号
の
返
信
用
封
筒
、
１
４
０
円
分
の

切
手
、
応
募
職
種
・
連
絡
先
を
記
し
た
メ
モ

を
同
封
の
上
、
同
院
総
務
課
（
〒
９
９
７
‐

８
５
１
５
市
内
泉
町
４
‐
　
）
☎
　
‐
５
１

20

26

１
１
内
線
６
３
４
１
へ
　
■申 
４
月
３
日
○木 
～

　
日
○月 
に
同
院
総
務
課
へ
（
郵
送
は
４
月
　

21

21

日
の
消
印
有
効
。
市
宛
「
電
子
申
請
」
か
ら

も
手
続
き
可
）

下
水
道
使
用
料
等
審
議
会
 

公
募
委
員
募
集

　
公
共
下
水
道
事
業
や
集
落
排
水
事
業
、
浄

化
槽
事
業
に
お
け
る
使
用
料
、
受
益
者
負
担

金
、
分
担
金
及
び
事
業
運
営
に
つ
い
て
審
議

す
る
下
水
道
使
用
料
等
審
議
会
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

■対 
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
５
人
以
内
（
地

「ごみ収集カレンダー」と
「生活系ごみの分け方・出
し方」を確認しましょう
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日
常
生
活
用
具
を
給
付
し
ま
す

▼
火
災
警
報
機
・
自
動
消
火
器
　
■対 
　
歳
以

65

上
で
市
民
税
非
課
税
の
、
避
難
が
著
し
く
困

難
な
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
（
要
介
護
２

以
上
ま
た
は
認
知
症
自
立
度
Ⅱ
ａ
以
上
）

▼
電
磁
調
理
器
　
■対 
　
歳
以
上
で
市
民
税
非

65

課
税
の
、
心
身
機
能
低
下
に
伴
い
防
火
等
の

配
慮
が
必
要
な
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等

（
要
支
援
２
以
上
）

▼
共
通
　
■申 
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
３
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

障
害
者
手
帳
の
交
付

　
手
帳
の
交
付
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

交
付
を
受
け
た
い
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
身
体
障
害
者
手
帳
　
■対 
手
・
足
・
目
・
耳
・

言
語
・
そ
し
ゃ
く
機
能
・
心
臓
・
腎
臓
・
呼

吸
器
・
ぼ
う
こ
う
・
小
腸
・
直
腸
・
肝
臓
・

免
疫
等
の
身
体
機
能
に
障
害
が
あ
る
方

▼
療
育
手
帳
　
■対 
発
達
期
に
知
的
機
能
の
障

害
が
み
ら
れ
、
日
常
生
活
に
制
限
の
あ
る
方

▼
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
　
■対 
精
神
の

疾
患
が
あ
り
、
日
常
生
活
に
制
限
の
あ
る
方

▼
共
通
　
■問 
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
６
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ
　

健
康
・
年
金
・
医
療

平
成
　
年
度
 特
定
健
診
・
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特
定
保
健
指
導
に
つ
い
て

▼
特
定
健
診
　
来
年
３
月
末
で
　
歳
以
上
の

40

受
け
付
け
ま
す

認
知
症
高
齢
者
等
 

見
守
り
サ
ー
ビ
ス

　
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族
が
外
出
す
る

と
き
や
介
護
疲
れ
で
休
息
し
た
い
と
き
等
に
、

見
守
り
支
援
員
が
訪
問
し
、
認
知
症
高
齢
者

等
の
見
守
り
や
話
し
相
手
等
を
し
ま
す
。

■対 
市
内
在
住
の
認
知
症
高
齢
者
等
（
　
歳
以

65

上
の
方
、
ま
た
は
　
歳
～
　
歳
の
要
介
護
認

40

64

定
を
受
け
て
い
る
方
）
で
、
認
知
症
高
齢
者

の
日
常
生
活
自
立
度
が
Ⅱ
ａ
以
上
の
方
　
■時 

１
か
月
当
た
り
　
時
間
ま
で
　
■費 
１
時
間
２

80

０
０
円
（
生
活
保
護
世
帯
は
無
料
。
利
用
料

は
利
用
時
間
帯
に
よ
っ
て
割
増
し
に
な
り
ま

す
）　
■申 
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・
居
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、
本
所
長
寿
介
護
課
☎

内
線
１
９
３
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉

課
へ
　
■他 
事
前
に
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

に
ご
相
談
く
だ
さ
い

リ
フ
ト
付
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す

る
方
へ
助
成
券
を
交
付
し
ま
す

■対 
市
内
在
住
の
、　
歳
以
上
で
市
民
税
非
課

65

税
の
方
ま
た
は
　
歳
～
　
歳
で
要
介
護
認
定

40

64

を
受
け
て
い
る
市
民
税
非
課
税
の
方
で
、
通

院
等
の
際
に
車
椅
子
や
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
専

用
タ
ク
シ
ー
の
利
用
が
不
可
欠
な
方
　
■内 
医

療
機
関
へ
の
通
院
や
入
退
院
の
た
め
、
リ
フ

ト
付
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
場
合
に
、
１
枚

当
た
り
初
乗
り
運
賃
相
当
額
の
サ
ー
ビ
ス
券

を
月
４
枚
、
年
間
　
枚
を
限
度
に
交
付
　
■申 

48

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１

９
３
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市

民
福
祉
課
へ

方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
及
び
常
勤
の
公

務
員
を
除
く
）　
①
今
年
４
月
１
日
現
在
で

満
　
歳
以
上
の
方
　
②
市
内
に
住
所
を
有
す

20
る
方
　
③
平
日
に
開
催
す
る
会
議
に
出
席
で

き
る
方
　
■申 
５
月
　
日
○月 
ま
で
申
込
書
を
上

12

下
水
道
部
下
水
道
課
（
〒
９
９
７
‐
０
８
１

９
市
内
の
ぞ
み
町
２
‐
　
）
☎
　
‐
５
８
６

10

25

０
、
思
　
‐
９
６
９
０
へ
（
郵
送
は
当
日
必

22

着
）　
■他 
詳
細
は
市
宛
「
各
種
審
議
会
等
」

水
道
事
業
経
営
審
議
会
 

公
募
委
員
募
集

　
水
道
事
業
の
円
滑
な
経
営
を
図
る
た
め
、

水
道
事
業
の
経
営
に
つ
い
て
調
査
審
議
す
る

水
道
事
業
経
営
審
議
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

■対 
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
４
人
以
内
（
地

方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
及
び
常
勤
の
公

務
員
を
除
く
）　
①
市
内
、
三
川
町
に
住
所

を
有
し
て
い
る
、
ま
た
は
勤
務
・
通
学
し
て

い
る
方
　
②
今
年
５
月
　
日
現
在
で
満
　
歳

30

20

以
上
の
方
　
③
平
日
に
開
催
す
る
会
議
に
出

席
で
き
る
方
　
■申 
５
月
　
日
○火 
ま
で
申
込
書

20

を
上
下
水
道
部
総
務
課
（
〒
９
９
７
‐
０
８

１
９
市
内
の
ぞ
み
町
２
‐
　
）
☎
　
‐
７
７

10

23

３
１
、
思
　
‐
９
６
９
０
へ
（
郵
送
は
当
日

22

必
着
）　
■他 
詳
細
は
市
宛
「
各
種
審
議
会
等
」

福
祉

民
生
委
員
児
童
委
員
が
 

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
次
の
方
が
民
生
委
員
児

童
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▼
第
１
民
生
区
　
▽
睦
町
第
１
・
睦
町
第
２

…
成
田
え
つ
子
　
▽
双
葉
町
北
…
若
生
香
　

▽
城
南
町
（
東
部
・
中
部
・
南
部
）
…
阿
部

伸
　
▽
城
南
町
（
西
部
・
北
部
）
…
谷
川
皓

二
郎

▼
第
３
民
生
区
　
▽
家
中
新
町
（
南
）
…
横

山
順
子
　
▽
家
中
新
町
（
北
）
…
野
村
茂
樹

▽
日
和
田
町
一
部
・
大
宝
寺
字
日
本
国
…
田

部
井
丈
　
▽
主
任
児
童
委
員
…
渋
谷
修
一

▼
第
５
民
生
区
　
▽
道
形
町
西
…
菅
原
清
子

▽
大
宝
寺
第
２
…
丸
山
規
矩
雄
　
▽
末
広
町

東
部
…
富
樫
代
志
子

▼
第
６
民
生
区
　
▽
新
海
町
北
…
常
世
由
利

子
　
▽
道
田
町
北
…
成
澤
貞
雄

▼
第
７
民
生
区
　
▽
青
龍
寺
・
滝
沢
・
寿
…

八
幡
尚
美

▼
第
　
民
生
区
　
▽
湯
野
浜
２
町
内
…
井
龍

13

敬
子

▼
第
　
民
生
区
　
▽
西
沼
・
長
崎
…
菅
原
廣

14

子▼
羽
黒
地
区
　
▽
上
川
代
・
中
川
代
・
海
谷

森
・
執
行
坂
…
松
浦
一
夫
　
▽
西
荒
川
・
野

田
・
白
山
…
丸
山
晴
美

■問 
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
９

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

等
施
術
費
の
一
部
助
成

■対 
満
　
歳
以
上
の
方
　
■内 
市
と
協
定
し
て
い

70

る
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
等
か
ら

受
け
た
施
術
１
回
に
つ
き
１
、
０
０
０
円
の

助
成
券
を
交
付
（
年
６
枚
、　
月
以
降
の
申

10

請
に
つ
い
て
は
年
３
枚
）　
■持 
本
人
確
認
で

き
る
も
の
（
保
険
証
・
免
許
証
等
）、
印
鑑
　

■申 
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
３
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ
　
■他 
鶴
岡
地
域

で
は
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
学

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
除
く
）
で
も
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を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
県
外
の
医
療
機

関
で
受
診
し
た
場
合
は
、
医
療
機
関
窓
口
で

の
自
己
負
担
額
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

後
日
、
交
付
申
請
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■持 
印
鑑
、
領
収
書
、
健
康
保
険
証
、
福
祉
医

療
証
、
通
帳
（
未
成
年
の
場
合
は
健
康
保
険

で
扶
養
し
て
い
る
方
名
義
の
も
の
）　
■問 
本

所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
８
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

▼
平
成
　
年
度
の
年
金
額
が
変
更
さ
れ
ま
し

26

た▼
　
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
が
変
更
さ
れ

26
ま
し
た
　
４
月
分
以
降
の
保
険
料
は
月
額
１

万
５
、
２
５
０
円
で
す
（
年
間
保
険
料
は
　18

万
３
、
０
０
０
円
）。

▼
保
険
料
の
前
納
制
度
に
つ
い
て
　
保
険
料

１
年
分
を
一
括
で
４
月
　
日
○水 
ま
で
に
納
付

30

す
る
と
割
引
に
な
り
ま
す
。
納
付
書
で
納
付

す
る
場
合
の
納
付
額
は
　
万
９
、
７
５
０
円

17

（
３
、
２
５
０
円
の
割
引
）、
口
座
振
替
で
納

付
す
る
場
合
の
納
付
額
は
　
万
９
、
１
６
０

17

円
（
３
、
８
４
０
円
の
割
引
）
で
す
（
６
か

月
分
の
前
納
も
で
き
ま
す
）。

市
国
民
健
康
保
険
（
市
国
保
）
加
入
者
及
び

後
期
高
齢
者
医
療
加
入
者
に
、
受
診
券
を
送

付
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
か
か
り
つ
け
医

で
の
受
診
を
希
望
す
る
後
期
高
齢
者
医
療
加

入
者
に
は
、
５
月
末
に
送
付
し
ま
す
。

　
受
診
す
る
際
は
受
診
券
と
保
険
証
が
必
要

で
す
（
来
年
３
月
末
で
　
歳
以
上
の
方
は
介

66

護
保
険
証
も
必
要
）。
別
途
質
問
票
や
人
間

ド
ッ
ク
受
診
券
が
送
付
さ
れ
て
い
る
方
は
併

せ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
か
か
り
つ
け
医
で

受
診
す
る
場
合
の
期
間
は
６
月
～
９
月
で
す
。

　
４
月
２
日
以
降
に
市
国
保
に
加
入
す
る
方

で
、
特
定
健
診
を
希
望
す
る
場
合
は
、
事
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
特
定
保
健
指
導
　
特
定

健
診
の
結
果
、
生
活
習
慣

の
改
善
等
の
必
要
が
あ
る

方
に
対
し
、
健
診
実
施
機

関
ま
た
は
本
市
か
ら
特
定

保
健
指
導
の
案
内
を
お
送

り
し
ま
す
。
自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
共
通
　
■問 
健
康
課
（
に
こ
樺

ふ
る
）
☎
内
線

３
６
７
、
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
６
２

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

７
月
１
日
○火 
か
ら
小・
中
学
生
の

医
療
費
の
無
料
化
を
実
施
し
ま
す

　
本
市
で
は
、
子
育
て
支
援
医
療
給
付
事
業

と
し
て
、
子
育
て
支
援
医
療
証
を
交
付
し
、

子
供
の
医
療
費
の
自
己
負
担
分
に
つ
い
て
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
小
・
中
学
生
に
つ
い
て
は
、
入
院

時
の
み
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
同
事
業

の
拡
大
に
伴
い
、
７
月
１
日
○火 
か
ら
全
て
の

小
・
中
学
生
の
医
療
費
の
全
額
助
成
を
、
外

来
・
入
院
の
区
別
な
く
実
施
し
ま
す
。
こ
の

拡
大
に
よ
っ
て
、
中
学
生
以
下
の
子
供
の
医

療
費
（
保
険
診
療
分
）
は
、
外
来
・
入
院
ど

ち
ら
も
無
料
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

（
入
院
時
の
食
事
療
養
費
等
は
助
成
の
対
象

外
で
す
）。

　
助
成
を
受
け
る
た
め
に
は
、
申
請
の
上
、

子
育
て
支
援
医
療
証
の
交
付
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
４
月
中
旬
に
、
対
象
と
な
る

小
・
中
学
生
の
保
護
者
へ
申
請
書
を
お
送
り

し
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
、
同
封
の
返

信
用
封
筒
で
返
信
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
請
が
遅
れ
る
と
、
７
月
１
日
か

ら
の
助
成
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■申 
４
月
　
日
○水 
ま
で
本
所
国
保
年
金
課
☎
内

30

線
１
２
８
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課

へ
福
祉
医
療
証
（
 身
・
子
・
親
 ）

を
お
持
ち
の
方
へ

　
福
祉
医
療
で
負
担
し
た
医
療
費
が
高
額
療

養
費
の
対
象
と
な
っ
た
場
合
は
、
市
が
代
理

で
保
険
者
へ
高
額
療
養
費
請
求（
代
理
請
求
）

を
行
い
ま
す
の
で
、
書
類
の
提
出
に
ご
協
力

年
金
の
種
類

老
齢
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金（１

級
）

障
害
基
礎
年
金（２

級
）

遺
族
基
礎
年
金（基

本
）

老
齢
福
祉
年
金

年
額
（
月
額
）

　
万
２
、
８
０
０
円

77（
６
万
４
、
４
０
０
円
）

　
万
６
、
０
０
０
円

96（
８
万
５
０
０
円
）

　
万
２
、
８
０
０
円

77（
６
万
４
、
４
０
０
円
）

　
万
２
、
８
０
０
円

77（
６
万
４
、
４
０
０
円
）

　
万
５
、
９
０
０
円

39（
３
万
２
、
９
９
１
円
）

臨時福祉給付金・
子育て世帯臨時特例給付金

■問 本所福祉・子育て給付金事務室☎25‐2902

給付金の支給

　４月に消費税率が８％に引き上げられます。所得の
低い方や子育て世帯への負担の影響に配慮し、臨時的
な措置として臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給
付金を支給する予定です。
　給付を受けるためには申請が必要です（７月から受
付予定）。申請時期・方法等詳しくは決まり次第お知ら
せします。

■臨時福祉給付金
◎給付対象　今年１月１日に本市の住民基本台帳に登
　録されている方で、平成26年度分市民税の均等割が
　課税されない方（ただし、市民税の均等割が課税さ
　れている方の扶養親族等となっている方、生活保護
　制度の被保護者となっている方等は対象外）
◎給 付 額　給付対象者１人につき１万円（ただし、
　給付対象者が老齢基礎年金、障害基礎年金、遺族基
　礎年金、児童扶養手当、特別障害者手当等の受給者
　等である場合は5,000円を加算）

■子育て世帯臨時特例給付金
◎給付対象　今年１月１日に本市の住民基本台帳に登
　録されている方で、今年１月分の児童手当を受給し
　た方（ただし、平成25年分の所得が児童手当の所得
　制限限度額以上の方、臨時福祉給付金の給付対象者
　等は対象外）
◎給 付 額　今年１月１日現在、０歳～中学３年生の
　児童１人につき１万円
　いずれの給付金についても、今年１月１日に本市　
　以外の住民基本台帳に登録されている方は、その　
　市町村から給付を受けることになります

■「臨時福祉給付金等詐欺」に
ご注意ください

　臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金の申請
や受け取りについて、市町村や厚生労働省の職員等が
ＡＴＭ（現金自動預払機）の操作をお願いすること、
手数料等の振り込みを求めること等は、絶対にありま
せん。



8

上
下
水
道
部
が
定
期
的
に
取
替
え
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
の
予
定
地
区
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
の
で
、
作
業
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

　■
実
施
予
定
時
期
　
４
月
～
　
月
　
■問 
上
下

12

水
道
部
総
務
課
☎
　
‐
７
６
０
９
　
■他 
予
定

23

地
区
以
外
で
も
取
替
え
を
実
施
す
る
場
合
が

あ
り
ま
すそ

の
他

環
境
に
や
さ
し
い
店
登
録
店
で
 

小
型
家
電
を
回
収
し
ま
す

■日 
４
月
　
日
○土 
・
　
日
○日 
午
前
　
時
～
午
後

19

20

10

３
時
　
■場 
鶴
岡
協
同
の
家
こ
ぴ
あ
　
■
回
収

品
目
　
パ
ソ
コ
ン
（
Ｃ
Ｒ
Ｔ
モ
ニ
タ
ー
を
除

く
）、
携
帯
電
話
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
ビ
デ

オ
カ
メ
ラ
、
ゲ
ー
ム
機
　
■問 
本
所
環
境
課
内

「
環
境
つ
る
お
か
推
進
協
議
会
」事
務
局
☎
内

線
７
１
９
ま
た
は
廃
棄
物
対
策
課
☎
内
線
６

７
７
へ

▼
当
月
口
座
振
替
（
早
割
制
度
）
も
お
得
で

す
　
そ
の
月
の
保
険
料
を
そ
の
月
の
末
日
に

口
座
振
替
で
納
付
す
る
と
、
月
額
　
円
割
引

50

さ
れ
、
保
険
料
は
１
万
５
、
２
０
０
円
に
な

り
ま
す
。
な
お
、
前
納
・
早
割
制
度
を
利
用

し
た
方
が
、
会
社
等
に
勤
め
た
場
合
や
死
亡

し
た
場
合
等
は
、
国
民
年
金
の
被
保
険
者
の

資
格
を
喪
失
す
る
こ
と
と
な
り
、
資
格
を
喪

失
し
た
月
以
降
の
保
険
料
は
還
付
さ
れ
ま
す
。

■問 
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
　
‐
５
０
４
０
、
本

23

所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
１
３
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

税
市
税
口
座
振
替
済
通
知
書
を
 

お
送
り
し
ま
す

　
平
成
　
年
度
中
、
市
税
を
口
座
振
替
で
納

25

付
し
た
納
税
者
へ
「
口
座
振
替
済
通
知
書
」

を
４
月
中
旬
に
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
納
付

額
の
確
認
用
と
し
て
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
な

お
、　
年
度
分
以
降
の
同
通
知
書
に
つ
い
て

26

は
一
斉
送
付
を
廃
止
し
、
希
望
す
る
方
の
み

に
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■問 
本
所
納
税
課
☎
内
線
２
１
９

確
定
申
告
や
市
・
県
民
税
申

告
が
お
済
み
で
な
い
方
へ

　
申
告
が
済
ん
で
い
な
い
と
、
所
得
・
課
税

証
明
書
を
発
行
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

確
定
申
告
が
必
要
な
方
は
税
務
署
へ
、
市
・

県
民
税
申
告
が
必
要
な
方
は
本
所
課
税
課
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
税
務
担
当
へ
速
や
か
に
申

告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
既
に
確
定
申
告
を
し
た
方
で
、
計

算
違
い
や
所
得
・
控
除
の
追
加
が
あ
る
方
は
、

税
務
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■問 
確
定
申
告
…
鶴
岡
税
務
署
☎
　
‐
１
４
０

22

１
　
市
・
県
民
税
申
告
…
本
所
課
税
課
☎
内

線
２
０
１
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
税
務
担
当
へ

固
定
資
産
税
の
縦
覧
制
度
・

閲
覧
制
度

▼
縦
覧
制
度
　
固
定
資
産
税
の
納
税
者
は
、

自
己
所
有
の
土
地
・
家
屋
の
価
格
等
と
他
の

土
地
・
家
屋
の
価
格
等
を
比
較
で
き
る
よ
う

に
、
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
及
び
家
屋
価
格

等
縦
覧
帳
簿
を
縦
覧
で
き
ま
す
　
■日 
４
月
１

日
○火 
～
６
月
２
日
○月 
　
■対 
納
税
者
、
納
税
管

理
人
、
納
税
者
の
代
理
人
、
納
税
者
と
同
世

帯
の
家
族
　
■費 
無
料

▼
閲
覧
制
度
　
納
税
義
務
者
は
、
固
定
資
産

課
税
台
帳（
名
寄
帳
）を
閲
覧
し
、
自
己
の
資

産
に
つ
い
て
登
録
さ
れ
た
内
容
を
確
認
で
き

ま
す
。
借
地
人
・
借
家
人
も
借
用
物
件
に
つ

い
て
閲
覧
で
き
ま
す
　
■対 
納
税
義
務
者
、
納

税
管
理
人
、
借
地
人
・
借
家
人
、
こ
れ
ら
の

代
理
人
、
納
税
義
務
者
と
同
世
帯
の
家
族
等

■費 
縦
覧
期
間
中
は
無
料
、
期
間
外
は
有
料

（
た
だ
し
課
税
台
帳
の
写
し
の
交
付
は
有
料
）

▼
共
通
　
■持 
免
許
証
等
（
代
理
人
は
委
任
状
、

借
地
人
・
借
家
人
は
契
約
書
等
が
必
要
）　

■場 
・
■問 
本
所
課
税
課
☎
内
線
２
０
７
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
税
務
担
当
へ

生
活

浄
化
槽
を
設
置
・
交
換
す
る
方
へ

▼
合
併
浄
化
槽
を
設
置
す
る
方
へ
の
補
助
　

今
年
度
、
鶴
岡
地
域
、
羽
黒
地
域
の
対
象
区

域
に
合
併
浄
化
槽
（
５
人
槽
～
　
人
槽
）
を

10

設
置
す
る
方
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

▼
合
併
浄
化
槽
に
交
換
す
る
方
へ
の
補
助

対
象
区
域
に
お
い
て
、
単
独
浄
化
槽
・
 汲
 み
く

取
り
便
槽
を
合
併
浄
化
槽
に
交
換
す
る
方
に
、

山
形
県
浄
化
槽
水
環
境
保
全
推
進
事
業
に
基

づ
く
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

▼
排
水
設
備
工
事
を
行
う
方
へ
の
補
助
　
対

象
区
域
に
お
い
て
、
合
併
浄
化
槽
を
設
置
す

る
に
あ
た
り
、
排
水
設
備
工
事
（
既
設
の
汲

み
取
り
便
所
の
改
造
ま
た
は
既
設
の
単
独
浄

化
槽
の
廃
止
を
伴
う
も
の
に
限
る
）
を
行
う

方
に
補
助
金
ま
た
は
融
資
あ
っ
せ
ん
及
び
利

子
補
給
金
の
交
付
を
行
い
ま
す
。

▼
共
通
　
■
対
象
区
域
　
公
共
下
水
道
・
農

業
集
落
排
水
・
漁
業
集
落
排
水
処
理
計
画
区

域
を
除
く
区
域
　
■申 
鶴
岡
地
域
・
羽
黒
地
域

の
方
…
本
所
環
境
課
☎
内
線
７
２
０
　
そ
の

他
の
地
域
の
方
…
上
下
水
道
部
下
水
道
課
☎

　
‐
５
８
６
０
　
■他 
い
ず
れ
も
予
算
の
上
限

25に
達
し
次
第
終
了
と
な
り
ま
す

水
道
メ
ー
タ
ー
委
託
検
針
員

が
替
わ
り
ま
す

■
変
更
地
区
・
検
針
員
　
大
山
地
区
（
中
柳

原
、
米
出
、
馬
町
）、
上
郷
地
区
（
水
沢
、
水

沢
駅
前
）、
茅
原
、
宝
田
、
陽
光
町
、
双
葉
町

…
高
橋
梨
沙
　
■問 
上
下
水
道
部
総
務
課
☎

　
‐
７
６
０
９
　
■他 
他
の
地
区
の
検
針
員
に

23変
更
は
あ
り
ま
せ
ん

水
道
メ
ー
タ
ー
取
替
え
の
 

お
知
ら
せ

　
水
道
メ
ー
タ
ー
は
法
律
に
よ
っ
て
使
用
期

限
（
８
年
間
）
が
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、

地
域

鶴
岡

藤
島

羽
黒

櫛
引

朝
日

温
海

実
施
予
定
地
区

本
町
一
丁
目
、東
原
町
、新
形
町
、家
中

新
町
、
城
北
町
、
日
和
田
町
、
朝
暘
町
、

大
西
町
、
白
山
、
矢
馳
、
大
淀
川
、
井
岡
、

下
清
水
、
湯
野
沢
、
平
成
町
、
友
江
、

栃
屋
、
下
興
屋
、
下
小
中
、
中
楯

三
和
、
上
蛸
井
、
上
中
野
目
、
下
蛸
井
、

平
足
、八
色
木
上
、八
色
木
下
、小
中
島

細
谷
、
押
口
、
瑞
穂
、
赤
川
、
希
望
ヶ
丘
、

松
ケ
岡
、
緑
ヶ
丘

桂
荒
俣
、
春
日
山
、
黒
川
下
、
田
代
、

馬
渡

本
郷

暮
坪
、
鈴
、
槇
代
、
小
岩
川
、
越
沢
、

菅
野
代
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病
院
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■問 
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
６
２
　

■他 
犬
を
制
御
で
き
る
方
が
必
ず
リ
ー
ド
等
で

つ
な
ぎ
、
ふ
ん
尿
の
後
始
末
が
で
き
る
よ
う

準
備
を
し
て
お
い
で
く
だ
さ
い

消
費
税
率
の
改
正
等
に
伴
う
施

設
使
用
料
等
の
変
更
に
つ
い
て

▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等
　
各
学
区
・

各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
農
村
セ

ン
タ
ー
、
西
郷
地
区
農
林
活
性
化
セ
ン
タ
ー
、

地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
の
使
用
料
の
一
部
が
、

７
月
１
日
○火 
に
変
わ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
各

施
設
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問 
本
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課
☎
内
線
１
２

１▼
社
会
教
育
関
係
施
設
　
中
央
公
民
館
、
各

地
域
・
地
区
公
民
館
、
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー

ラ
ム
、
東
田
川
文
化
記
念
館
、
大
鳥
自
然
の

家
及
び
旧
遠
藤
家
の
使
用
料
の
一
部
が
、
７

月
１
日
○火 
に
変
わ
り
ま
す
。
藤
沢
周
平
記
念

館
の
入
館
料
の
一
部
は
　
月
１
日
○水 
に
変
わ

10

り
ま
す
。
ま
た
７
月
１
日
○火 
か
ら
、
鶴
岡
ア

ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
開
館
時
間
が
午
前
９
時

～
午
後
９
時
　
分
と
な
り
、
館
内
西
側
の
空

30

間
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
交
流
広
場
と
し
て
夜

間
の
貸
出
し
を
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
各
施

設
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問 
社
会
教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
　
‐
４
８

57

６
６

地
球
環
境
に
も
優
し
い
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
 

ゴ
ー
ヤ
の
種
と
栽
培
用
ネ
ッ
ト
無
料
配
布

■日 
４
月
　
日
○木 
午
前
９
時
～
　
時
　
分
（
な

24

10

30

く
な
り
次
第
終
了
。
予
約
不
可
）　
■場 
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
　
■対 
市
民
・
市
内
事
業
所
　

■
配
布
内
容
　
ゴ
ー
ヤ
の
種
　
粒
と
栽
培
用

20

ネ
ッ
ト
（
３
ｍ
～
５
ｍ
四
方
の
廃
魚
網
）
の

セ
ッ
ト
、
ま
た
は
種
の
み
　
■
配
布
数

種
…
約
２
０
０
袋
　
ネ
ッ
ト
…
約
　50

個
　
■問 
本
所
環
境
課
内
「
環
境
つ
る
お

か
推
進
協
議
会
」
事
務
局
☎
内
線
７
１

９
　
■他 
配
布
数
量
に
達
し
な
か
っ
た

場
合
は
同
課
（
本
所
６
階
）
で
配
布
し

ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

農
商
工
観
連
携
・
６
次
産
業
化
相

談
窓
口
等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
本
市
で
は
、
市
内
農
林
漁
業
者
・
商
工
業

者
等
で
農
商
工
観
連
携
及
び
６
次
産
業
化
に

取
り
組
む
意
欲
あ
る
方
々
の
相
談
に
応
じ
、

サ
ポ
ー
ト
を
行
う
た
め
の
「
食
文
化
創
造
都

市
・
鶴
岡
 農
商
工
観
連
携
・
６
次
産
業
化
相

談
窓
口
」
を
本
所
農
政
企
画
室
・
商
工
課
、

各
地
域
庁
舎
産
業
課
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
６
次
産
業
化
に
関
連
す
る
施
策
等

の
情
報
を
ま
と
め
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
、
農

業
者
向
け
に
研
修
会
等
の
情
報
を
配
信
す
る

「
つ
る
お
か
・
ア
グ
リ
メ
ー
ル
」（
配
信
登
録

は
随
時
募
集
）に
つ
い
て
、市
宛「
農
政
課
」

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■問 
本
所
農
政
企
画
室
（
つ
る
お
か
農
商
工
観

連
携
総
合
推
進
協
議
会
）
☎
内
線
５
８
８
、

本
所
商
工
課
☎
５
９
３
ま
た
は
各
地
域
庁
舎

産
業
課
へ

「
緑
の
募
金
」
に
ご
協
力
を
 

お
願
い
し
ま
す

　
４
月
　
日
○火 
～
５
月
　
日
○水 
は
「
み
ど
り

15

14

の
月
間
」
と
し
て
、
全
国
で
「
緑
の
募
金
」

活
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
募
金
は
、
森

づ
く
り
や
街
の
緑
づ
く
り
、
学
校
の
緑
化
活

動
等
に
有
効
に
活
用
さ
れ
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
緑
化
活
動
を
行
う
団
体
へ
の
交
付

金
制
度
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問 
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎
内
線
５
１
７
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
課
へ

４
月
９
日
○水 
～
　
日
○火 
 

22

春
の
火
災
予
防
運
動

▼
消
す
ま
で
は
　
心
の
警
報
　
Ｏ
Ｎ
の
ま
ま

住
宅
防
火
対
策
の
推
進
等
を
重
点
目
標
に
掲

げ
る
「
春
の
火
災
予
防
運
動
」
を
実
施
し
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
時
期
、
空
気
が
乾
燥
し
火

災
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
一
人
ひ
と

り
が
火
災
予
防
に
対
す
る
意
識
を
持
ち
、
安

全
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

■問 
消
防
本
部
予
防
課
☎
　
‐
８
３
３
２

22

４
月
６
日
○日 
～
　
日
○火 
 

15

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動

▼
運
動
の
基
本
「
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通

事
故
防
止
」　
４
月
　
日
○木 
は「
交
通
事
故
ゼ

10

ロ
を
目
指
す
日
」
で
す
。
春
は
暖
か
く
な
り
、

歩
行
者
や
自
転
車
利
用
者
の
行
動
が
活
発
に

な
り
ま
す
。
子
供
や
高
齢
者
を
思
い
や
り
、

道
路
横
断
時
・
交
差
点
に
お
け
る
交
通
事
故

防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■問 
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
７
９

山
菜
採
り
の
事
故
に
注
意
　!!

　
春
は
山
菜
採
り
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
出
掛
け

る
前
に
次
の
こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

▽
１
人
で
出
掛
け
な
い
　
▽
行
き
先
や
帰
る

時
間
を
家
族
に
知
ら
せ
て
出
発
す
る
　
▽
携

帯
電
話
等
の
通
信
手
段
を
確
保
す
る
　
▽
道

に
迷
っ
た
ら
む
や
み
に
動
き
回
ら
な
い
　
▽

早
く
出
掛
け
て
早
く
帰
る

　
な
お
、
ダ
ニ
を
媒
介
と
す
る
新
た
な
感
染

症
ウ
イ
ル
ス
の
発
生
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

山
に
入
る
際
は
長
袖
を
着
用
す
る
等
肌
を
露

出
し
な
い
服
装
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。　

■問 
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
１
９

狂
犬
予
防
注
射
は
毎
年
春（
４

月
～
６
月
）に
受
け
ま
し
ょ
う

▼
４
月
・
５
月
に
全
地
域
で
集
合
注
射
会
場

を
設
け
ま
す
（
注
射
料
金
３
、
２
０
０
円
）　

登
録
済
み
の
方
に
は
３
月
末
に
案
内
ハ
ガ
キ

を
送
付
し
て
い
ま
す
。
日
時
・
会
場
等
は
案

内
ハ
ガ
キ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
都
合
に
合

わ
せ
て
ど
の
会
場
で
も
注
射
を
受
け
ら
れ
ま

す
（
詳
細
は
市
宛
「
健
康
課
」）。

▼
犬
を
飼
う
場
合
は
市
へ
の
登
録
が
必
要
で

す
（
新
規
登
録
料
金
３
、
０
０
０
円
）　
注
射

会
場
で
も
新
規
登
録
や
登
録
事
項
の
変
更
手

続
き
が
で
き
ま
す
。
他
市
町
村
か
ら
転
入
し

た
方
は
、
前
所
在
地
で
の
鑑
札
を
必
ず
お
持

ち
く
だ
さ
い
（
鑑
札
を
な
く
し
た
方
は
別
途

１
、
６
０
０
円
が
必
要
）。

▼
狂
犬
病
予
防
注
射
・
登
録
は
動
物
病
院
で

も
行
え
ま
す
　
案
内
ハ
ガ
キ
を
お
持
ち
の
上
、

個
別
に
お
受
け
く
だ
さ
い
。
料
金
は
各
動
物

【
訂
正
】
３
月
１
日
号
に
掲
載
し
た
特
集
「
鶴

×
×

岡
の
ま
ち
づ
く
り
 歴
史
・
文
化
 
人
 
ま

ち
」
の
う
ち
、「
絹
錬
」、「
羽
前
絹
錬
㈱
」
の

記
載
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
（
２
ペ
ー
ジ
及

び
５
ペ
ー
ジ
）。
正
し
く
は
「
絹
練
」、「
羽
前

絹
練
㈱
」
で
す
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

平成25年度「鶴岡市グリーンカーテンコンテスト」
一般の部最優秀賞
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市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　本所総務課
　　　　　☎25‐2111内線316

QA
ラ
ン
ド
バ
ン
ク
事
業
と

は
何
で
す
か

　
空
き
地
や
空
き
家
の
有
効
活
用
の
た

め
に
ラ
ン
ド
バ
ン
ク
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
行
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

空
き
家
等
の
問
題
を
解
決
す
る

小
規
模
区
画
再
編
事
業
で
す

　
市
で
は
「
空
き
家
等
の
管
理
及
び
活

用
に
関
す
る
条
例
」
を
平
成
　
年
４
月

25

に
施
行
し
、
空
き
家
等
に
つ
い
て
、
市・

市
民
・
所
有
者
の
責
務
を
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
適
正
な
管
理
と
有

効
活
用
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
、

不
動
産
や
建
築
関
係
団
体
の
組
織
で
構

成
さ
れ
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
つ
る

お
か
ラ
ン
ド
・
バ
ン
ク
が
行
う
「
ラ
ン

ド
バ
ン
ク
事
業
」
を
支
援
し
、
空
き
家

や
空
き
地
、
狭
い
道
路
な
ど
密
集
住
宅

地
の
問
題
に
つ
い
て
、
一
体
的
な
解
決

が
図
ら
れ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
具
体
的
に
は
、
指
定
地
域
内
の
空
き

家
・
土
地
に
つ
い
て
、
同
法
人
（
ま
た

 藤田 　
ふ じ た

 志穂 さん
し 　 ほ

第一次産業応援 ! ! それがテーマです

農業と地域を新しい視点で見直そうと開催された講演会で「新しい入
り口の見つけ方」と題して講話する藤田さん（１月31日／藤島公民館）

92

文化起業家。Office G-Revo㈱相談役、一般社団法人全国
食の甲子園協会会長。若者の情報共有力・伝達力・訴求力
を生かしたマーケティング会社を起業。その後、「ノギャル
（農業するギャル）プロジェクト」や食分野に関わる高校生
を応援する「ご当地！絶品うまいもん甲子園」の発起人と
して活躍。庄内農業高等学校地域連携協議会が主催する地
域活性化講演会の講師として来鶴。千葉県出身。

　庄内地方への訪問は今回で２回目です。前回は
「つや姫」をＰＲするイベントでした。今回は庄内農
業高校の皆さん等への講演でしたが、学校訪問では
元気に声を掛けてくれて、とても心が温まりました。
 「好きなものにいちず」。その対象が流行の発信地・
渋谷や最先端のファッションでした。流行に敏感と
いう性格を生かして、自分だからこそできる仕事が
したいと会社を起業したのが19歳。その５年後に
は「ノギャルプロジェクト」を立ち上げました。そ
の理由は、農家の高齢化や後継者不足、また食料自
給率の低下など農業や食の問題に関心があったこと
です。新潟県魚沼地域で米作りをしていた自分の祖
父が亡くなり田が耕作されていないこともあって、
とても身近に感じました。そこで、若い人たちが農

業や食へ興味をもつきっかけ
を創ろうと思ったのです。
　プロジェクトではファッシ
ョンモデルが秋田県大潟村で

「シブヤ米」を栽培し、また、農家の方やジーンズメ
ーカーと一緒におしゃれな「イケてる作業着」を製
作するなどしました。この取り組みを知った人から、
農業に新しい魅力を感じ、自分も頑張って農家を継
いでいきたいという声が寄せられ反響もあります。
　また、農業だけでなく、林業や水産業など第一次
産業の将来を担う高校生の夢の舞台を創りたいと思
い、「ご当地！絶品うまいもん甲子園」を全国食の甲
子園協会と農林水産省が主催しています。全国の高
校生が地元の食材を生かしたレシピを開発し、日本
一を目指して競い合うものですが「夏は野球の甲子
園、秋は食の甲子園」と言われるように続けていき
たいですね。
 「若者と大人」や「古き良きものと新しいアイデア」
など、いろいろなものの懸け橋になることが自分の
夢です。これからも、農林水産業で頑張る若い人た
ちを応援する活動を続けていきたいですし、そのこ
とで地域活性化につながればと思います。　
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は
市
）
が
そ
の
所
有

者
か
ら
寄
附
や
低
価

格
で
の
譲
渡
を
受
け
、

空
き
家
の
解
体
、
更

地
化
、
道
路
拡
幅
な

ど
を
行
い
ま
す
。
そ

の
後
、
①
隣
接
す
る

土
地
所
有
者
へ
建
替

え
時
に
道
路
を
拡
幅

す
る
条
件
付
き
で
売

却
　
②
町
内
会
（
ま

た
は
市
）
が
土
地
を

所
有
し
、
町
内
会
管

理
の
も
と
、
車
待
避

所
、
雪
捨
て
場
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場

に
利
用
し
て
も
ら
う
　
な
ど
に
よ
っ
て
、

空
き
家
の
解
消
と
良
好
な
住
環
境
整
備

を
図
る
も
の
で
す
。
ま
た
関
連
の
「
ラ

ン
ド
・
バ
ン
ク
フ
ァ
ン
ド
助
成
事
業
」

で
は
、
空
き
家
の
高
齢
者
交
流
拠
点
へ

の
改
修
、
私
道
の
築
造
や
拡
幅
整
備
、

空
き
地
を
多
目
的
広
場
や
、
雪
捨
て
場

と
し
て
活
用
す
る
な
ど
の
活
動
に
対
し

て
、
上
限
　
万
円
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

50

　
そ
の
他
に
も
同
法
人
で
は
、
空
き
家

の
売
買
や
賃
貸
情
報
提
供
、
解
体
の
相

談
受
付
を
は
じ
め
、
所
有
者
に
代
わ
っ

て
の
空
き
家
管
理
や
、
住
宅
用
途
以
外

へ
の
転
換
の
提
案
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ラ
ン
ド
バ
ン
ク
事
業
に
つ
い
て
の
相

談
な
ど
は
、
本
所
建
築
課
ま
た
は
、
つ

る
お
か
ラ
ン
ド
・
バ
ン
ク
☎
　
‐
1
5

64

6
7
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 　
　
　
　
　
　
　
　
 〈
本
所
建
築
課
〉

▲神明町地内で実施されたランドバンク事業の
　モデル事業《写真…右：実施前、左：実施後》

　これをきっかけに、地元の絹産業関連の４社で
構成する鶴岡織物工業協同組合は、鶴岡の絹から
生まれる「キビソ」を世界に通用するブランドに
するため、デザイナーや研究者など様々な人たち
と連携した取り組みを始めています。キビソ製品
の認知度を高め、販路を拡大するために、地元の
松ケ岡やインターネットでの販売の他、東京・大
阪・名古屋の大型百貨店や国内外のイベント等に
出展しています。さらに、オーガニックコットン
やウール等と混ぜた新しい素材の開発、食産業や
バイオ関連産業への応用を模索しています。
　ブランドに必要といわれている歴史とトレーサ
ビリティ（生産履歴管理）。松ケ岡開墾の歴史があ
り、絹製品の一貫生産ができる全国唯一の地域で
あることが鶴岡の強みです。「絹にまつわる伝統
や技術を次世代につないでいきたい。『キビソと
いえば鶴岡が発祥』といわれ、市民の皆さんの誇
りに思ってもらえることが夢」と大和さん。国内
の他の産地とも交流を深めながら、鶴岡でしかで
きない「ものづくり」を一歩ずつ進めています。

　キビソとは蚕の繭の一番外側の糸で、製糸の際
に糸口を見いだすためにすぐる緒糸のことです。
１つの繭から約５％しか取れず、太さが不均一で
硬く加工しにくいことから、繊維として生糸に使
われることのない副産物でした。
　鶴岡の絹産業の歴史は、明治５年の旧庄内藩士
による松ケ岡開墾に始まり、大正時代以降、輸出
産業として発展しますが、昭和40年代頃から輸入
生糸や合成繊維との競争が激化し勢いを失います。
大和匡輔さん（鶴岡kibisoプロジェクトリーダ
ー）は、先人の努力と創意で築いてきた鶴岡の絹
産業の将来に対して危機感を抱く一人でした。
 「自分たちでは気付かなかった地域資源に、活路
を見いだしてくれたのは他所の人でした」と語る
大和さん。平成18年に岡田茂樹さん（同プロジェ
クトプロデューサー）と須藤玲子さん（テキスタ
イルデザイナー）に出会い、今まで余り利用され
てこなかったキビソが、絹糸とは違う独特の表情
と風合いをもつ素材であり、大きな可能性がある
ことを気付かせてもらうことになりました。

■問合せ／本所商工課☎内線591

隔月連載

鶴岡発の優れた技術やこだわりの逸品。その魅力や今後の展望を紹介します。

《キビソ製品の企画販売等に携わる大和さん（鶴岡シルク㈱）》
※５月16日○金 から１か月間、「KIBISO」企画
展が東京の松屋銀座で開催されます。

MADE in TSURUOKA
鶴岡が誇鶴岡が誇るるももののとと技技

第１回　キビソ／ki・bi・so　～鶴岡シルクの新しい息吹～

《キビソの糸》《キビソの糸《キビソの糸》》
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市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111
　羽黒庁舎☎62‐2111　櫛引庁舎☎57‐2111
　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

■内 ＝内容　■師 ＝講師・指導　■費 ＝費用・料金　■持 ＝持ち物　■問 ＝問合せ　■申 ＝申込み　■他 ＝その他　宛＝ホームページ

　
分
～
午
後
３
時
　
■内 
旬
の
山
菜
を
中
心
に

30地
元
農
産
物
を
販
売
　
■場 
・
■問 
道
の
駅
「
あ

つ
み
」
し
ゃ
り
ん
☎
　
‐
３
２
１
１

44

せ
か
い
の
台
所
 ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
料
理
～
ア
ビ
ー
さ
ん
の
台
所

■日 
４
月
　
日
○日 
午
前
　
時
～
午
後
１
時
　
■定 

20

10

　
人
　
■師 
ア
ビ
ー
・
キ
ャ
メ
ロ
ン
氏
　
■費 
２
、

10０
０
０
円
　
■持 
エ
プ
ロ
ン
　
■場 
・
■申 
４
月
５

日
○土 
か
ら
出
羽
庄
内
国
際
村
☎
　
‐
３
６
０

25

０
へ下

田
沢
か
た
く
り
園
開
園

　
県
内
で
も
有
数
の
広
さ
を
誇
る
か
た
く
り

園
で
す
。

■日 
４
月
下
旬
～
５
月
上
旬
　
■問 
あ
さ
ひ
む
ら

観
光
協
会
☎
　
‐
３
４
１
１
　
■他 
同
園
の
そ

53

ば
に
臨
時
駐
車
場
と
物
販
コ
ー
ナ
ー
を
開
設

ふ
る
さ
と
雑
記
帳
挿
絵
展
ふ
た
た
び

冬
・
春
編

■日 
４
月
　
日
○土 
～
５
月
　
日
○日 
　
■場 
・
■問 
東

26

25

田
川
文
化
記
念
館
☎
　
‐
２
５
３
７

64

由
良
 海
洋
釣
堀
オ
ー
プ
ン

■日 
４
月
　
日
○土 
～
　
月
　
日
○日 
午
前
９
時
～

26

10

19

午
後
５
時
（
期
間
内
無
休
）　
■費 
大
人
…
１
、

０
０
０
円
　
中
学
生
以

下
…
５
０
０
円
　
大
人

の
入
場
の
み
…
１
０
０

円
　
■問 
本
所
農
山
漁
村

振
興
課
☎
内
線
５
５
８

■他 
さ
お
・
餌
の
持
込
み

禁
止

催
し

温
海
の
特
産
品
が
並
ぶ
朝
市
 

あ
つ
み
温
泉
名
物
「
朝
市
」

■日 
４
月
１
日
○火 
～
　
月
　
日
○日 
午
前
５
時
　

11

30

30

分
～
８
時
　
分
　
■場 
あ
つ
み
温
泉
朝
市
広
場

30

■問 
あ
つ
み
観
光
協
会
☎
　
‐
３
５
４
７

43

冬
季
間
休
館
し
て
い
た
水
道

資
料
館
が
開
館
し
ま
す

　
上
下
水
道
部
構
内
に
あ
る
同
館
は
、
旧
浄

水
場
の
事
務
室
を
改
装
し
た
も
の
で
、
ビ
デ

オ
や
パ
ネ
ル
等
を
使
い
水
道
事
業
の
歴
史
を

分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
ま
す
。
毎
年
、

小
学
生
や
各
種
団
体
な
ど
多
く
の
方
々
が
見

学
し
て
い
ま
す
。

■日 
４
月
１
日
○火 
～
　
月
　
日
○金 
午
前
　
時
～

11

28

10

午
後
４
時
　
■問 
上
下
水
道
部
総
務
課
☎
　
‐
23

７
７
３
１

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
 

常
設
展
示
コ
ー
ナ
ー
 春
の
展
示

　
市
が
所
蔵
す
る
美
術
作
品
を
年
４
回
に
分

け
て
展
示
し
ま
す
。

■日 
４
月
３
日
○木 
～
６
月
　
日
○日 
午
前
９
時
　

29

30

分
～
午
後
６
時
　
■場 
・
■問 
同
館
☎
　
‐
０
２

29

６
０鶴

岡
市
民
写
真
展

■日 
展
示
…
４
月
　
日
○金 
～
　
日
○日 
午
前
　
時

11

20

10

～
午
後
６
時
（
　
日
は
午
後
５
時
ま
で
） 表

20

彰
式
・
講
評
…
　
日
○土 
午
後
１
時
　
分
　
■場 

19

30

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
　
■内 
鶴
岡
市
長
賞

や
鶴
岡
「
桜
」
大
賞
等
　
作
品
の
展
示
　
■問 

32

同
実
行
委
員
会
事
務
局

月
山
あ
さ
ひ
博
物
村
　
　
　

か
た
く
り
園
開
園

■日 
４
月
中
旬
～
下
旬
　
■問 
月
山
あ
さ
ひ
博
物

村
☎
　
‐
３
４
１
１

53出
羽
三
山
の
里
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
入
選
作
品
展

　
出
羽
三
山
の
魅
力
を
１
枚
の
写
真
に
込
め

た
力
作
を
展
示
し
ま
す
。

■日 
４
月
　
日
○木 
～
６
月
４
日
○水 
午
前
９
時
～

17

午
後
４
時
　
分
　
■費 
大
人
…
４
０
０
円
　
高

30

校
生
・
大
学
生
…
３
０
０
円
　
小
・
中
学
生

…
２
０
０
円
　
■場 
・
■問 
い
で
は
文
化
記
念
館

☎
　
‐
４
７
２
７

62

庄
内
ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ア
　
松
ヶ
岡
 

IN

＆
松
ヶ
岡
桜
ま
つ
り

■日 
４
月
　
日
○土 
・
　
日
○日 
午
前
　
時
～
午
後

19

20

10

４
時
　
■場 
松
ヶ
岡
開
墾
場
　
■内 
庄
内
ク
ラ
フ

ト
フ
ェ
ア
　
松
ヶ
岡
…
全
国
か
ら
１
２
１
人

IN

の
物
づ
く
り
作
家
が
集
ま
る
祭
典
（
ガ
ラ
ス
、

木
工
、
陶
芸
、
金
属
、
布
物
等
の
展
示
・
販

売
）　
松
ヶ
岡
桜
ま
つ
り
…
羽
黒
高
校
生
徒

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
み
ん
な
で
作
っ
た
鶴

岡
シ
ル
ク
織
物
（
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
）

展
示
（
両
日
）、
地
元
食
の
販
売
（
両
日
）　

■問 
同
実
行
委
員
会
事
務
局

☎
　
‐
２
８
８
８
　
■他 
会

62
場
駐
車
場
は
大
変
混
み
合

い
ま
す
。
羽
黒
庁
舎
発
着

の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
利
用

く
だ
さ
い
（
始
発
は
同
庁

舎
午
前
９
時
　
分
）

45

あ
つ
み
温
泉
体
験
工
房
　
　

「
遊
っ
た
り
や
」
オ
ー
プ
ン

■日 
４
月
　
日
～
　
月
の
毎
週
土
曜
・
日
曜
日
、

19

11

祝
日
午
前
　
時
　
分
～
午
後
４
時
　
分
（
予

10

30

30

約
す
れ
ば
平
日
も
可
）　
■場 
同
工
房
　
■内 
し

な
布
の
し
お
り
・
ハ
ー
ブ
せ
っ
け
ん
・
ビ
ー

ズ
ス
ト
ラ
ッ
プ
作
り
、
し
な
布
や
一
霞
焼
き

の
展
示
・
販
売
等
　
■費 
２
０
０
円
か
ら
　
■問 

出
羽
商
工
会
温
海
支
所
☎
　
‐
2
4
1
1
ま

43

た
は
、
あ
つ
み
観
光
協
会
☎
　
‐
3
5
4
7

43

へ
し
ゃ
り
ん
旬
菜
ま
つ
り
・
　

山
菜
ま
つ
り

■日 
旬
菜
ま
つ
り
…
４
月
　
日
○日 
　
山
菜
ま
つ

20

り
…
５
月
３
日
○土 
～
６
日
○火 
　
■時 
午
前
９
時
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て
く
て
く
健
康
「
里
山
あ
る
き
」

 「
里
山
あ
る
き
」
に
参
加
す
る
と
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
ビ
ン
ゴ
カ
ー
ド
の
ス
タ
ン
プ
が
も
ら

え
ま
す
。
年
度
内
に
タ
テ
・
ヨ
コ
・
ナ
ナ
メ

の
い
ず
れ
か
１
列
の
ス
タ
ン
プ
が
並
ん
だ
ら

ビ
ン
ゴ
達
成
で
表
彰
さ
れ
ま
す
。

４
月
以
降
の
３
年
以
内
に
「
里

山
あ
る
き
」
の
全
コ
ー
ス
に
参

加
さ
れ
た
方
は
「
鶴
岡
里
山
あ

る
き
グ
ラ
ン
ド
マ
ス
タ
ー
ウ
ォ

ー
カ
ー
」
に
認
定
さ
れ
ま
す
。

▼
水
芭
蕉
の
松
ケ
岡
を
巡
る
　

■日 
４
月
　
日
○日 
午
前
８
時
　
分
（
送
迎
バ
ス

13

30

市
役
所
本
所
発
〈
要
予
約
〉）　
■定 
１
５
０
人

■場 
松
ケ
岡
→
高
寺
→
三
軒
屋
→
猪
俣
新
田
→

松
ケ
岡
（
約
　
娃
）　
■費 
１
、
０
０
０
円
（
現

12

地
集
合
〈
午
前
９
時
・
松
ヶ
岡
開
墾
場
駐
車

場
〉
の
場
合
は
９
０
０
円
）　
■持 
お
わ
ん
、
箸

■申 
４
月
４
日
○金 
～
８
日
○火 

▼
赤
川
土
手
お
花
見
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク
　
■日 

４
月
　
日
○日 
午
後
７
時
（
送
迎
バ
ス
市
役
所

20

本
所
発
〈
要
予
約
〉）　
■定 
１
０
０
人
　
■場 
桜

ハ
ウ
ス
あ
か
が
わ
→
赤
川
左
岸
土
手
→
羽
黒

橋
→
赤
川
右
岸
土
手
→
三
川
橋
→
桜
ハ
ウ
ス

あ
か
が
わ
（
約
５
娃
）　
■費 
１
、
０
０
０
円

（
現
地
集
合
〈
午
後
７
時
　
分
・
桜
ハ
ウ
ス
あ

15

か
が
わ
駐
車
場
〉の
場
合
は
９
０
０
円
）　
■持 

懐
中
電
灯
　
■申 
４
月
７
日
○月 
～
　
日
○月 

14

▼
西
目
大
佛
・
荒
倉
を
訪
ね
て
　
■日 
４
月
　29

日
○火 
午
前
８
時
　
分
（
送
迎
バ
ス
市
役
所
本

40

所
発
〈
要
予
約
〉）　
■定 
１
５
０
人
　
■場 
東
源

寺
・
荒
倉
神
社
経
由
（
約
７
娃
）　
■費 
１
、
０

０
０
円
（
現
地
集
合
〈
午
前
９
時
　
分
・
金

15

山
公
民
館
〉の
場
合
は
９
０
０
円
）　
■持 
お
わ

天
主
堂
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

■日 
４
月
　
日
○日 
午
後
２
時
　
■場 
鶴
岡
カ
ト
リ

27

ッ
ク
教
会
　
■
出
演
　
米
沢
陽
子
氏
（
パ
イ

プ
オ
ル
ガ
ン
）、
渡
部
由
美
子
氏
（
ソ
プ
ラ

ノ
）　
■費 
大
人
…
２
、
０
０
０
円
　
高
校
生

以
下
…
１
、
０
０
０
円
　
■問 
鳴
り
響
く
風
の

歌
実
行
委
員
会

羽
黒
山
開
山
堂
 蜂
子
神
社
御
開
扉

　
出
羽
三
山
信
仰
の
礎
を
築
い
た
蜂
子
皇
子

の
神
社
・
蜂
子
神
社
を
開
扉
し
、
秘
中
の
秘

と
さ
れ
幻
と
い
わ
れ
て
い
る
御
尊
像
を
公
開

し
ま
す
。

■日 
４
月
　
日
○火 
～
９
月
　
日
○火 
午
前
８
時
　

29

30

30

分
～
午
後
５
時
　
■場 
羽
黒
山
山
頂
　
■費 
５
０

０
円
　
■問 
出
羽
三
山
神
社
☎
　
‐
２
３
５
５

62

日
本
棋
院
鶴
岡
支
部
　
　
　
　
　
　
　

鶴
岡
市
学
区
対
抗
団
体
囲
碁
大
会

■日 
４
月
　
日
○火 
午
前
　
時
　
■場 
勤
労
者
会
館

29

10

■問 
同
支
部

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
 春
の
例
大
祭
奉
納
上
演
 

山
戸
能
・
山
五
十
川
歌
舞
伎

■日 
５
月
３
日
○土 
午
後
２
時
～
５
時
　
■場 
山
五

十
川
古
典
芸
能
伝
承
館
　
■内 
山
戸
能
…
座
揃

囃
子
、
恋
慕
の
舞
、
式

三
番
、
番
能
「
竹
生

島
」　
山
五
十
川
歌
舞

伎
…
義
経
千
本
桜
「
伏

見
稲
荷
鳥
居
前
の
場
」

■問 
山
五
十
川
公
民
館
☎

　
‐
２
９
４
９

45

温
海
嶽
開
山
祭
・
ブ
ナ
の
森

登
山
会

■日 
５
月
　
日
○日 
午
前
７
時
　
分
～
午
後
４
時

18

30

　
分（
湯
温
海
地
区
熊
野
神
社
集
合
）　
■定 
　

30

50

人
　
■内 
温
海
嶽
へ
登
山
し
、
下
山
後
は
 孟
宗
 

も
う
そ
う

汁
の
振
る
舞
い
と
あ
つ
み
温
泉
を
楽
し
む

■費 
１
、
５
０
０
円
（
小
学
生
以
下
無
料
）　

■持 
昼
食
、飲
み
物
、
雨
具
等
　
■申 
５
月
９
日

○金 
ま
で
、
あ
つ
み
観
光
協
会
☎
　
‐
３
５
４

43

７
へ健

康
・
ス
ポ
ー
ツ

鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
　
　

春
の
ス
ポ
ー
ツ
シ
ー
ズ
ン
・
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
ス

▼
キ
ッ
ズ
わ
く
わ
く
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
　
■日 

４
月
　
日
か
ら
の
木
曜
日
午
後
７
時
～
８
時

10

　
分
　
■場 
小
真
木
原
総
合
体
育
館
　
■対 
小
学

30生
以
上
　
■内 
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
で
基
礎
体
力
と
運
動
技
術
の
向
上
を

目
指
す

▼
硬
式
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
　
■日 
４
月
　
日
か

12

ら
の
土
曜
日
午
後
３

時
～
４
時
　
分
　
■場 

30

小
真
木
原
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
等
　
■対 
小
学
３

年
生
以
上

▼
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
教
室
　
■日 
４
月
　
日
か
ら

13

の
日
曜
日
午
前
９
時
　
分
～
　
時
　
■場 
小
真

30

11

木
原
陸
上
競
技
場
　
■対 
小
学
３
年
生
以
上

▼
共
通
　
■費 
月
払
い
…
２
、
０
０
０
円
　
一

括
払
い
…
１
万
５
、
０
０
０
円
（
別
途
登
録

年
会
費
１
、
０
０
０
円
）　
■申 
同
ク
ラ
ブ
事

務
局
☎
　
‐
８
１
３
１

25

 「日本さくら名所100選」の鶴岡公園。730本の桜の
開花に合わせてぼんぼりが飾られ、多くの出店でにぎ
わいます。

■お花見茶会
◎日　時　４月19日○土 ・20日○日 正午～午後３時
◎会　場　荘内神社境内（雨天時は参集殿）
◎料　金　400円
◎前売り券取扱い　鶴岡市観光案内所、本所観光物産
　　　　　課、荘内神社、致道博物館、鶴岡商工会議
　　　　　所、出羽庄内国際村
※お花見茶会の会場で、和菓子づくりや絵ろうそく絵
　付けなどの体験イベントも開催します（料金は体験
　内容によって異なります）。

■短歌大会
◎兼　題　鶴岡公園の桜
◎応　募　１人１首（未発表の作品）を指定の申込書
　　　　　またはハガキに、住所・氏名・電話番号と
　　　　　ともに記入の上、荘内神社前投稿箱または
　　　　　本所観光物産課へ
◎締切り　４月30日○水 
◎各　賞　秀作３首、佳作５首

鶴岡桜まつり ［４月中旬～下旬］
■問 本所観光物産課内「鶴岡観光協会」事務局☎内線569
　露店の出店期間等は本所都市計画課☎内線466へ
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６
日
○金 (

 ４
日
○水 
を
除
く
）
の
い
ず
れ
か
１

日
・
　
日
○木 
・
　
日
○木 
、
７
月
　
日
○木 
・
　

12

26

10

24

日
○木 
、
８
月
７
日
○木 

(

午
後
７
時
～
９
時
 全

８
回
）　
■場 
に
こ
樺

ふ
る
　
■対 
市
内
在
住
の
昭

和
　
年
４
月
２
日
～
　
年
４
月
１
日
生
ま
れ

20

50

の
方
で
減
量
を
希
望
し
、
次
の
全
て
に
該
当

(

す
る
方
　
人
 医
師
か
ら
運
動
を
禁
止
さ
れ

50

て
い
る
方
は
除
く
。
服
薬
中
の
方
は
医
師
に

要
相
談
）　
▽
Ｂ
Ｍ
Ｉ
（
体
格
指
数
）
が
　
～
23

　
の
方
、
ま
た
は
腹
囲
が
　
唖
以
上
の
男
性
、

30

85

　
唖
以
上
の
女
性
　
▽
全
日
程
参
加
可
能
　

90▽
こ
れ
ま
で
同
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
い
な

い
　
■内 
健
康
度・形
態
測
定
、
運
動
実
技
（
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
、
ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
等
）、

健
康
学
習
（
体
の
仕
組
み
、
食
生
活
や
運
動

等
）、
生
活
習
慣
に
関
す
る
個
別
相
談
　
■費 

１
、
２
０
０
円
　
■申 
４

月
　
日
○火 
ま
で
健
康
課

15
☎
内
線
３
７
０
へ
　
■他 

９
月
開
始
の
昼
コ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。
詳
細
は

市
宛
「
健
康
課
」

鶴
岡
モ
ー
ニ
ン
グ
野
球
大
会

■日 
５
月
　
日
○月 
か
ら
　
■内 
４
チ
ー
ム
ず
つ
で

26

の
予
選
リ
ー
グ
と
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
　
■費 

１
万
３
、
０
０
０
円
（
開
会
式
後
の
懇
親
会

費
含
む
）　
■申 
小
真
木
原
野
球
場
に
あ
る
申

込
み
用
紙
に
参
加
料
を
添
え
て
、
４
月
　
日
17

○木 
・
　
日
○金 
午
後
５
時
～
７
時
に
同
球
場
へ

18　
万
歩
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
 

50挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か

■日 
５
月
～
８
月
　
■内 「
　
万
歩
へ
の
挑
戦
ノ

50

ん
、
箸
　
■申 
４
月
　
日
○火 
～
　
日
○火 

15

22

▼
共
通
　
■費 
中
学
生
以
下
５
０
０
円
　
■持 
コ

ッ
プ
、
雨
具
等
　
■申 
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
　
‐
８

25

１
３
１
　
■他 
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ビ
ン
ゴ
対
象
事

業
。
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

フ
ロ
ア
ホ
ッ
ケ
ー
教
室

■日 
４
月
　
日
～
　
月
　
日
の
毎
週
月
曜
日
午

14

11

17

後
７
時
　
分
～
９
時
　
■場 
小
真
木
原
総
合
体

30

育
館
　
■対 
小
学
生
以
上
　
■費 
月
額
５
０
０
円

（
別
途
保
険
料
）　

ナ
イ
タ
ー
・
レ
デ
ィ
ー
ス
 

硬
式
テ
ニ
ス
教
室

▼
レ
デ
ィ
ー
ス
　
■日 
４
月
　
日
～
　
月
　
日

15

10

28

の
毎
週
火
曜
日
午
前
　
時
～
正
午
　
■定 
先
着

10

　
人
　
■費 
年
額
１
万
円

30▼
ナ
イ
タ
ー
　
■日 
４
月
　
日
～
　
月
　
日
の

16

10

29

毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
　
分
～
９
時
　
分

30

30

■定 
先
着
１
３
０
人
　
■費 
年
額
１
万
５
、
０
０

０
円

▼
共
通
　
■場 
小
真
木
原
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
　
■申 

初
日
以
降
の
開
催
日
に
受
講
料
を
添
え
て
直

接
会
場
へ
　
■問 
ホ
ン
マ
ス
ポ
ー
ツ
（
菊
池
）

☎
　
‐
０
４
６
７

22総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
に
こ
樺

ふ
る
」 

軽
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
利
用
資
格
講
習
会

■日 
４
月
　
日
○木 
午
後
７
時
　
■場 
に
こ
樺

ふ
る

17

■対 
　
歳
以
上
（
高
校
生
を
除
く
）
先
着
　
人

18

30

■費 
２
０
０
円
　
■持 
運
動
着
、
内
ズ
ッ
ク
、
筆

記
用
具
　
■申 
健
康
課
（
に
こ
樺

ふ
る
）
☎
内
線

３
７
１
　
■他 
市
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
利
用

資
格
証
を
お
持
ち
の
方
は
受
講
免
除
で
す
が

別
途
手
続
き
が
必
要
で
す

か
ら
だ
館
健
康
大
学
　
　
　
　
　
　

上
手
な
体
脂
肪
の
減
ら
し
方

■日 
①
講
義
編
…
５
月
２
日
○金 
午
後
１
時
　
分
30

②
調
理
編
…
　
日
○金 
午
前
　
時
～
午
後
１
時

16

10

　
分（
全
２
回
）　
■場 
致
道
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
他

30■定 
　
人
　
■内 
・
■師 
①
講
義
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

16
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
小
熊
裕
子
氏
（
慶
應
義
塾

大
学
大
学
院
准
教
授
）　
②
調
理
実
習
、
実

食
等
・
小
川
豊
美
氏
（
管
理
栄
養
士
）　
■費 
５

０
０
円
　
■申 
４
月
　
日
○金 
ま
で
慶
應
義
塾
大

18

学
か
ら
だ
館
☎
　
‐
０
８
０
６
へ

29

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
利
用

資
格
講
習
会
〈
５
月
の
予
定
〉

■日 
２
日
○金 
午
後
７
時
、
８
日
○木 
午
後
２
時
、

９
日
○金 
午
後
７
時
、　
日
○水 
午
後
２
時
・
７

14

時
、　
日
○火 
午
後
２
時
、　
日
○水 
午
後
７
時
、

20

21

　
日
○金 
午
後
２
時
・
７
時
（
フ
リ
ー
ク
ラ
イ

30ミ
ン
グ
講
習
会
　
■日 
７
日
○水 
・
　
日
○金 
午
後

23

７
時
）　
■対 
中
学
生
以
上
　
■費 
３
０
０
円
　

■場 
・
■申 
藤
島
体
育
館
☎
　
‐
２
１
４
３
　
■他 

64

同
館
以
外
で
の
講
習
会
は
小
真
木
原
総
合
体

育
館
☎
　‐
８
１
３
１
、
羽
黒
体
育
館
☎
　‐

25

62

４
７
８
９
、
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
☎

　
‐
４
３
１
１
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

57要
予
約
。
利
用
資
格
証
は
４
施
設
共
通

高
齢
者
の
転
倒
予
防
の
た
め
の
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
 

ま
ち
な
か
筋
し
ゃ
ん
塾

■日 
５
月
９
日
～
７
月
　
日
の
毎
週
金
曜
日
午

11

後
１
時
　
分
～
３
時
　
分
（
初
回
の
み
午
後

30

30

１
時
。
全
　
回
）　
■場 
高
齢
者
交
流
セ
ン
タ

10

ー
　
■対 
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
　
歳
65

以
上
の
方
で
医
師
か
ら
運
動
制
限
を
受
け
て

い
な
い
方
先
着
　
人
　
■内 
筋
ト
レ
体
操
、
筋

20

ト
レ
マ
シ
ン
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
　
■師 
澤
田
美

佳
氏（
健
康
運
動
指
導
士
）　
■申 
４
月
　
日
○月 

14

ま
で
鶴
岡
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎

　
‐
２
１
１
１
内
線
５
３
６
へ

25
鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
　

健
康
早
朝
水
中
運
動
 参
加
者
募
集

■日 
５
月
　
日
～
　
月
　
日
の
土
曜
日
午
前
６

10

11

29

時
～
７
時
　
■場 
市
民
プ
ー
ル
　
■費 
月
払
い
…

２
、
０
０
０
円
　
一
括
払
い
…
１
万
円
（
別

途
登
録
費
１
、
０
０
０
円
）　
■申 
同
ク
ラ
ブ

事
務
局
☎
　
‐
８
１
３
１

25

市
民
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
 

ゴ
ル
フ
大
会

■日 
５
月
　
日
○日 
午
前
９
時
　
■場 
小
真
木
原
公

11

園
い
こ
い
の
広
場
　
■費 
１
、
５
０
０
円
　
■申 

４
月
　
日
○金 
ま
で
同
大
会
事
務
局
へ

25
六
十
里
越
街
道
 足
な
ら
し
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
 

新
ル
ー
ト
 東
岩
本
☆
十
王
峠
展
望
台
コ
ー
ス

■日 
５
月
　
日
○日 
午
前
９
時
　
分
～
午
後
２
時

11

30

　
分（
朝
日
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
集
合
）　
■場 

30本
明
寺
→
二
ノ
俣
→
石
平
→
十
王
峠
展
望
台

→
注
連
寺
（
残
雪
量
に
よ
っ
て
コ
ー
ス
変
更

あ
り
）　
■定 
先
着
　
人（
　
人
以
上
の
申
込
み

25

10

で
開
催
）　
■費 
３
、
３
０
０
円
（
拝
観
料
・
弁

当
代
・
入
浴
料
等
）　
■持 
雨
具
、
飲
み
物
、
着

替
え
等
　
■申 
４
月
　
日
○水 
ま
で
、
あ
さ
ひ
む

30

ら
観
光
協
会
☎
　
‐
３
４
１
１
へ

53

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
　

夜
コ
ー
ス

■日 
５
月
　
日
○火 
・
　
日
○木 
、
６
月
３
日
○火 
～

13

22
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「
躰
道
教
室
」
体
験
入
門
（
無
料
）

■日 
毎
週
木
曜
日
午
後
７
時
～
８
時
　
分
　
■

30

無
料
体
験
期
間
　
１
か
月
　
■場 
朝
暘
武
道
館

■対 
幼
児
～
青
少
年
の
方
　
■申 
会
場
で
常
時
　

　
鶴
岡
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
 団
員
募
集

■日 
毎
週
土
曜
日
…
午
後
７
時
～
９
時
　
平
日

（
週
１
回
程
度
）…
午
後
７
時
　
分
～
９
時
　

30

■場 
小
真
木
原
総
合
体
育
館
、
小
真
木
原
野
球

場
屋
内
練
習
場
　
■対 
小
学
生
以
上
　
■他 
会
費

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

庄
内
少
年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ
教
室

■日 
毎
週
日
曜
日
、
毎
月
第
２
・
第
４
土
曜
日

午
前
９
時
～
　
時
　
■場 

(

同
教
室
練
習
場
 三

11

)

川
町
 　
■対 
５
歳
以
上
～
高
校
生
　
■費 
月
額

１
、
０
０
０
円
　

鶴
岡
市
少
林
寺
拳
法
会
 　
　

会
員
募
集

■申 
遠
田
☎
０
９
０
‐
３
６
４
３
‐
６
７
１
３

■他 
日
時
・
会
場
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

子
育
て
・
子
供
向
け

中
央
児
童
館
 ひ
ろ
っ
ぴ
あ

▼「
す
く
す
く
広
場
」 に
、
み
ん
な
遊
び
に

鶴
岡
太
極
拳
教
室

■日 
昼
教
室
…
火
曜
日
午
後
１
時
　
分
～
３
時

30

　
分
　
夜
教
室
…
水
曜
日
午
後
７
時
～
９
時

30■場 
小
真
木
原
総
合
体
育
館
等
　
■費 
月
額
２
、

０
０
０
円
（
別
途
入
会
金
３
、
０
０
０
円
・

年
会
費
１
、
０
０
０
円
）　
■他 
見
学
・
体
験
可

朝
暘
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

団
員
募
集
 

■日 
毎
週
火
曜
・
木
曜
・
土
曜
日
午
後
７
時
～

９
時
　
■場 
朝
暘
武
道
館
　
■対 
小
学
生
以
上

■費 
月
額
３
、
０
０
０
円
　
■他 
見
学
可

持
久
走
ク
ラ
ブ
 会
員
募
集

■日 
毎
週
水
曜
日
…
午
後
５
時
　
分
～
７
時
　

30

毎
週
土
曜
日
…
午
前
９
時
～
　
時
　
分
　
■場 

10

30

小
真
木
原
陸
上
競
技
場
　
■対 
小
学
３
年
～
中

学
生（
中
学
生
は
要
問
合
せ
）　
■費 
月
額
５
０

０
円
（
別
途
年
間
保
険
料
１
、
４
５
０
円
）　

■申 
陸
上
競
技
協
会
　
■他 
同
ク
ラ
ブ
宛

鶴
岡
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
 

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ク
ー
ル
Ａ
 会
員
募
集

■日 
毎
週
金
曜
日
午
後
７
時
～
９
時
　
■場 
共
用

体
育
館
（
旧
鶴
岡
家
政
高
校
）　
■対 
小
・
中
学

生
　
■費 
月
額
１
、
５
０
０
円
（
別
途
登
録
料

１
、
０
０
０
円
・
保
険
料
８
０
０
円
）　
■申 
４

月
　
日
○金 
（
初
回
練
習
日
）
午
後
７
時
に
直

11
接
会
場
へ（
筆
記
用
具
と
印
鑑
必
要
）　
■問 
鶴

岡
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
協
会

ー
ト
」
に
歩
数
を
記
録
し
　
万
歩
を
目
指
す

50

（
歩
く
コ
ー
ス
は
自
由
）　
■
ノ
ー
ト
配
布
窓

口
　
ス
ポ
ー
ツ
課
、
本
所
国
保
年
金
課
・
長

寿
介
護
課
、
健
康
課
、
各
地
域
庁
舎
市
民
福

祉
課
、
鶴
岡
地
域
の
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、
藤
島
・
羽
黒
体
育
館
、
櫛
引
・
朝
日

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
温
海
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
　
■問 
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
　
‐
８
１
３
１
　

25

■他 
達
成
者
に
は
達
成
賞
を
贈
呈

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

会
員
募
集

　
同
ク
ラ
ブ
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
得
手
・
不

得
手
や
世
代
や
性
別
を
超
え
て
誰
も
が
ス
ポ

ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
活
動
し

て
い
ま
す
。

■申 
鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
…
☎

　
‐
８
１
３
１
　
稲
穂
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー

25ツ
ク
ラ
ブ
…
☎
０
９
０
‐
２
９
８
７
‐
２
８

４
４
　
た
か
だ
て
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
…
☎

　
‐
３
２
１
４
　
デ
ポ
ル
タ
ー
レ
豊
浦
…
☎

33０
９
０
‐
７
５
２
０
‐
７
５
３
２
　
ふ
じ
し

ま
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
…
☎
　
‐
２
１
４
３
　

64

は
ぐ
ろ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
…
☎
　
‐
４
７
８

62

９
　
く
し
び
き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
…
☎
　
‐
57

４
３
１
１
　
あ
さ
ひ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
…
☎

　
‐
３
３
０
２
　
あ
つ
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

53ネ
ク
サ
ス
…
☎
　
‐
４
４
１
１

43

■問 本所観光物産課内「天神祭実行委員会」事務局☎内線545

天神祭　５月25日○日 

■化けものになろう！
　天神祭の主役「化けもの」になってみませんか。
　当日、衣装を着て鶴岡天満宮に集合
し、お酒やジュースを受け取って道行
く人にお酌をします。
■衣装貸出し　天神祭準備室（市役所
　東庁舎）で５月12日○月 から貸出し
※予約受付は４月18日○金 から同事務
　局へ。

■親子化けものになろう！
　天神祭の記念に親子で化けものになってみませんか。パレード
と一緒に歩きます。原則として、園児（年長児）と保護者の２人
１組（先着60組）。お菓子のプレゼントがあります。
■申込み　鶴岡地域の各幼稚園・保育園へ

■道真公を募集します（限定１人）
　天神はんくねり（中央児童館～鶴岡公園のパレード）の中で、
祭りのシンボルとして時代衣装を着て練り歩く「菅原道真公」を
募集します。
■対象　昭和33年生まれ（数え年57歳…道真公が大宰府に配流さ
　れたときの年齢）の男性で、パレードコース（約1.5 ㎞）を歩
　く体力がある方
■申込み　４月23日○水 まで同事務局へ
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妊
婦
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
体
験
、
赤
ち

ゃ
ん
を
お
風
呂
に

入
れ
て
み
よ
う
　

妊
娠
中
か
ら
の
心

掛
け
～
赤
ち
ゃ
ん

が
元
気
に
育
っ
て
い
く
た
め
に
大
切
な
こ
と

～
…
母
乳
に
つ
い
て
、
歯
の
健
康
に
つ
い
て
、

産
婦
人
科
の
先
生
に
聞
い
て
み
よ
う
　
■持 
母

子
健
康
手
帳
　
■申 
健
康
課
（
に
こ
樺

ふ
る
）
☎

内
線
３
７
３

わ
ん
ぱ
く
農
業
ク
ラ
ブ
　
　

会
員
募
集

　
植
え
る
・
刈
り
取
る
・
食
べ
る
な
ど
米
づ

く
り
を
中
心
に
、
他
の
植
物
と
比
べ
な
が
ら

体
験
学
習
を
行
い
ま
す
。

■日 
５
月
～
　
月
の
土
曜
日
午
前
（
月
１
回
。

11

全
７
回
） 
■場 
山
大
農
学
部
附
属
や
ま
が
た

フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
セ
ン
タ
ー
　
■対 
市
内
、
三

川
町
、
庄
内
町
在
住
の
小
学
３
年
～
６
年
生

と
そ
の
保
護
者
　
組
（
応
募
多
数
の
場
合
は

30

抽
せ
ん
）　
■費 
７
０
０
円
　
■申 
５
月
２
日
○金 

ま
で
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
６
２
へ
　
■他 
詳

細
は
市
宛
「
農
政
課
」（
申
込
み
も
可
）

施
設
の
催
し
　
等

金
峰
少
年
自
然
の
家

▼
わ
く
わ
く
ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
（
全
７

回
）　
■日 ・
■内 
４
月
４
日
○金 
…
さ
が
せ
！
三
日

月
じ
る
し
の
牛
　
　
日
○金 
…
２
年
２
か
月
ぶ

25

り
大
接
近
の
火
星
を
見
よ
う
　
7
月
　
日
○金 

18

…
大
型
望
遠
鏡
で
と
ら
え
る
こ
れ
が
土
星
だ

き
て
ね
　
　
■日 
４
月
　
日
～
来
年
３
月
　
日

!!

15

10

の
毎
週
火
曜
日
午
前
　
時
　
分
～
　
時
　
分

10

30

11

30

■対 
幼
児
と
そ
の
付
添
い
の
方
　
■内 
手
遊
び
、

体
操
、
ゲ
ー
ム
、
工
作
、
紙
芝
居
等
で
楽
し

く
遊
ぶ
　
■費 
　
円
（
初
回
の
み
）

50

▼
ひ
ろ
っ
ぴ
あ
　
ク
ッ
キ
ン
グ
「
自
然
の
中

de

で
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
を
味
わ
お
う
♪
」　
■日 

４
月
　
日
○日 
午
後
１
時
　
■対 
小
学
生
と
そ
の

27

保
護
者
先
着
　
人
　
■内 
竹
を
使
っ
て
バ
ウ
ム

24

ク
ー
ヘ
ン
を
作
り
会
食
　
■費 
１
人
１
５
０
円

■申 
４
月
７
日
○月 
か
ら
中
央
児
童
館
へ

▼
ひ
ろ
っ
ぴ
あ
こ
ど
も
生
花
教
室
　
■日 
５
月

　
日
、
６
月
７
日
、
７

10月
５
日
、
９
月
６
日
、

　
月
　
日
、　
月
８
日
、

10

18

11

　
月
６
日
・
　
日
の
土

12

20

曜
日
午
後
１
時
　
分
30

～
３
時
　
分
（
全
８

30

回
）　
■対 
小
学
２
年
～

６
年
生
　
人
（
全
て
の
回
に
参
加
で
き
る
方
。

15

申
込
み
多
数
の
場
合
は
選
考
）　
■内 
花
器
に

花
を
生
け
る
　
■費 
１
回
４
５
０
円
　
■申 
４
月

　
日
○金 
～
　
日
○木 
に
同
館
へ
　
■他 
花
器
と
は

11

24

さ
み
は
貸
し
出
し
ま
す

▼
共
通
　
■場 
・
■問 
同
館
☎
　
‐
４
６
０
８

24

あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
部
屋

■日 
４
月
　
日
○火 
午
前
　
時
～
　
時
　
■場 
総
合

15

10

11

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
樺

ふ
る
）　
■対 
市

内
在
住
の
平
成
　
年
　
月
・
　
月
生
ま
れ
の

25

11

12

赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者
、
初
め
て
出
産
を

迎
え
る
妊
婦
　
■内 
赤
ち
ゃ
ん
と
の
触
れ
合
い

遊
び
、
お
茶
タ
イ
ム
　
■持 
バ
ス
タ
オ
ル
　
■申 

４
月
　
日
○金 
ま
で
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ

11

ー
（
に
こ
樺

ふ
る
）
☎
　
‐
２
７
４
１
へ

25

あ
か
ち
ゃ
ん
広
場

■日 
４
月
　
日
○木 
午
前
　
時
～
　
時
　
分
　
■場 

17

10

11

30

に
こ
樺

ふ
る
　
■対 
市
内
在
住
の
平
成
　
年
４

25

月
～
　
月
生
ま
れ
の
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護

10

者
、
初
め
て
出
産
を
迎
え
る
妊
婦
　
■内 
赤
ち

ゃ
ん
と
の
触
れ
合
い
遊
び
、
歌
と
体
操
　
■持 

バ
ス
タ
オ
ル
　
■申 
４
月
　
日
○月 
ま
で
子
ど
も

14

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
　
‐
２
７
４
１
へ

25

南
部
児
童
館
自
然
体
験
活
動
 

春
爛
漫
！
森
で
遊
ぼ
う
　
ほ
と
り
あ

■日 
４
月
　
日
○日 
午
前
８
時
　
分
～
午
後
３
時

20

50

（
同
館
集
合
）　
■場 
高
館
山
、
大
山
下
池
周
辺

■対 
１
時
間
く
ら
い
山
歩
き
が
で
き
る
小
学
生

　
人（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
選
考
）　
■内 
自

20然
散
策
、
花
見
、
ザ
リ
ガ
ニ
釣
り
等
　
■費 
１

５
０
円
　
■申 
４
月
３
日
○木 
～
　
日
○木 
に
同
館

10

☎
　
‐
１
９
０
０
へ

64転
入
者
の
た
め
の
 

子
育
て
案
内
講
座

■日 
４
月
　
日
○火 
午
前
　
時
　
■場 
に
こ
樺

ふ
る

22

10

■対 
未
就
学
児
が
い
る
転
入
家
庭
の
親
子
先
着

　
組
　
■内 
子
育
て
情
報
の
紹
介
　
■申 
４
月
　

10

18

日
○金 
ま
で
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
☎

　
‐
２
７
４
１
へ
　
■他 
託
児
あ
り

25
あ
そ
び
の
広
場
・
春
～
戸
外
編
～

■日 
４
月
　
日
○水 
午
前
　
時
　
■場 
小
真
木
原
公

23

10

園
南
多
目
的
広
場
（
雨
天
時
は
朝
暘
武
道

館
）　
■対 
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者
１
２
０

組
　
■内 
大
型
遊
具
遊
び
、
し
ゃ
ぼ
ん
玉
遊
び
、

親
子
触
れ
合
い
遊
び
等
　
■申 
子
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
☎
　
‐
２
７
４
１

25

ま
ん
ま
ル
ー
ム
 ４
月
の
講
座

■日 
４
月
　
日
○金 
午
前
　
時
　
分
　
■対 
生
後
２

25

10

30

か
月
～
７
か
月
の
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者

■内 「
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
」
上
野
和
佳
氏
（
チ

ャ
イ
ル
ド
ケ
ア
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
）　
■持 
バ

ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物
　
■場 
・
■問 
ま
ん
ま
ル
ー

ム
☎
　
‐
５
６
３
５

24
鶴
岡
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
公
開
工
作
教
室
 

３
Ｄ
メ
ガ
ネ
を
つ
く
ろ
う

　
絵
や
写
真
が
立
体
的
に
浮
か
び
上
が
っ
て

見
え
て
く
る
不
思
議
な
眼
鏡
を
作
り
ま
す
。

■日 
４
月
　
日
○土 
午
前
９
時
　
分
　
■場 
中
央
公

26

30

民
館
　
■対 
小
学
３
年
～
６
年
生
と
そ
の
保
護

者
先
着
　
組
　
■申 
４
月
２
日
○水 
か
ら
学
校
教

15

育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
　
‐
４
８
６
５
へ

57

パ
パ
と
一
緒
に
遊
ぼ
う
　
　

～
マ
マ
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
～

■日 
５
月
　
日
○土 
午
前
　
時
～
　
時
　
分
　
■場 

10

10

11

30

に
こ
樺

ふ
る
　
■対 
１
歳
６
か
月
～
３
歳
く
ら

い
の
子
供
と
そ
の
両
親
　
組
　
■内 
パ
パ
と
子

25

供
の
触
れ
合
い
遊
び
と
体
操
、
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
（
マ
マ
は
別
室
で
ハ
ン
ド
＆
フ
ッ
ト

マ
ッ
サ
ー
ジ
）　
■師 
三
浦
利
由
喜
氏（
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ・ト
ラ
イ
代
表
）　
■申 
子
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー
☎
　
‐
２
７
４
１

25

妊
娠
し
た
ら
…
パ
パ
マ
マ
教
室

■日 
５
月
　
日
○日 
午
後
１
時
　
分
　
■場 
に
こ
樺

11

30

ふ
る
　
■定 
先
着
　
組
　
■内 
夫
婦
で
体
験
…
お

25

な
か
の
赤
ち
ゃ
ん
の
心
音
を
聞
い
て
み
よ
う
、

　in
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日
○日 
　
■内 
石
井
子
龍
や
服
部
五
老
な
ど
郷
土

ゆ
か
り
の
画
人
の
作
品
を
紹
介

▼
抽
象
画
へ
の
招
待
～
色
と
形
～
　
■日 
４
月

　
日
○火 
～
５
月
　
日
○木 
　
■内 
坂
梨
心
澄
の
抽

22

15

象
画
を
中
心
に
紹
介

▼
共
通
　
■費 
大
人
…
７
０
０
円
　
学
生
…
３

８
０
円
　
小
・
中
学
生
…
２
８
０
円
（
常
設

展
示
・
庭
園
観
覧
料
含
む
）　
■場 
・
■問 
同
館
☎

　
‐
１
１
９
９

22
松
ケ
岡
 ギ
ャ
ラ
リ
ー
ま
つ

▼
Q
M
O
N
O
S
実
用
化
へ
の
挑
戦
　
■日 
４

月
１
日
○火 
～
　
日
○日 
　
■内 
ス
パ
イ
バ
ー
㈱
の

20

取
り
組
み
や
ド
レ
ス
の
展
示
な
ど

▼
歌
房
史
朗
展
　
■日 
４
月
　
日
○土 
～
５
月
６

12

日
○火 
　
■内 
現
代
ポ
ッ
プ
ア
ー
ト
画
家
の
歌
房

史
朗
氏
の
個
展

▼
共
通
　
■場 
・
■問 
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ま
つ
（
松
岡

物
産
）
☎
　
‐
４
２
９
５

62

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
〈
４
月
の
予
定
〉

▼
健
康
相
談
　
■日 
毎
週
木
曜
日
午
後
１
時
　30

分
～
３
時
　
分
　
■師 
舩
見
敬
造
氏

30

▼
水
香
お
ど
り
　
■日 
毎
週
月
曜
日
午
前
９
時

　
分
　
■師 
鈴
木
末
氏

30▼
編
物
教
室
　
■日 
　
日
○月 
・
　
日
○月 
午
後
１

14

28

時
　
分
　
■師 
三
浦
桂
子
氏

30
▼
な
ご
み
（
お
茶
）　
■日 
１
日
○火 
・
８
日
○火 
・

　
日
○火 
・
　
日
○火 
午
前
９
時
　
分
　
■師 
阿
部

15

22

30

宗
充
氏

▼
健
康
麻
雀
　
■日 
８
日
○火 
・
　
日
○火 
・
　
日

15

22

○火 
午
前
９
時
　
分
　
■師 
福
田
敏
郎
氏

30

▼
共
通
　
■場 
・
■問 
同
セ
ン
タ
ー
☎
　
‐
０
０

24

６
６

８
月
　
日
○火 
…
ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群
と
ス

12

ー
パ
ー
ム
ー
ン
　
　
月
３
日
○金 
・
　
日
○金 
…

10

３1

巨
大
望
遠
鏡
で
月
の
写
真
を
と
ろ
う
　
来
年

３
月
　
日
○金 
…
Ｍ
　
オ
リ
オ
ン
大
星
雲
の
ひ

20

42

み
つ
　
■時 
午
後
７
時
　

▼
き
ん
ぼ
う
春
フ
ェ
ス
タ
　
■日 
４
月
　
日
○火 

29

午
前
９
時
　
分
～
午
後
３
時
　
■内 
自
然
体
験
、

30

食
体
験
、
ク
ラ
フ
ト
等
　
■費 
材
料
費
等

▼
共
通
　
■場 
・
■問 
同
館
☎
　
‐
２
４
０
０
　

24

■他 
詳
細
は
同
館
宛

月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
里
山
の
春
を
探
し
に
　
■日 
４
月
６
日
○日 
午

前
９
時
（
大
山
公
園
駐
車
場
集
合
。
荒
天
時

中
止
）　
■定 
　
人
　
■内 
大
山
下
池
で
野
鳥
・
野

20

草
観
察
　
■費 
３
０
０
円
　
■持 
双
眼
鏡
（
貸
出

し
あ
り
）
等
　
■申 
４
月
５
日
○土 
ま
で
同
セ
ン

タ
ー
へ
　
■他 
当
日
参
加
可

▼
里
山
を
歩
こ
う
パ
ー
ト
１
　
■日 
４
月
　
日
13

○日 
午
前
８
時
～
午
後
２
時
（
小
真
木
原
公
園

駐
車
場
集
合
）　
■定 
先
着
　
人
　
■場 
八
森
山

25

（
大
山
）
→
油
戸
　
■費 
１
、
５
０
０
円
（
入
浴

料
等
）　
■持 
昼
食
等
　
■申 
４
月
　
日
○木 
ま
で

10

同
セ
ン
タ
ー
へ

▼
里
山
を
歩
こ
う
パ
ー
ト
２
　
■日 
４
月
　
日
26

○土 
午
前
８
時
～
午
後
２
時
（
小
真
木
原
公
園

駐
車
場
集
合
）　
■定 
先
着
　
人
　
■場 
油
戸
→

25

荒
倉
山
→
由
良
　
■費 
１
、
５
０
０
円
（
入
浴

料
等
）　
■持 
昼
食
等
　
■申 
４
月
　
日
○木 
ま
で

24

同
セ
ン
タ
ー
へ

▼
五
月
人
形
を
作
ろ
う
　
■日 
４
月
　
日
○日 
午

27

前
９
時
　
■定 
先
着
５
人
　
■内 
糸
の
こ
ぎ
り
を

使
っ
て
１
枚
の
板
か
ら
組
木
の
五
月
人
形
を

作
る
　
■費 
７
０
０
円
　
■持 
汚
れ
て
も
構
わ
な

い
服
装
、
マ
ス
ク
、
手
拭
い
等
　
■場 
・
■申 
４

月
　
日
○木 
ま
で
同
セ
ン
タ
ー
へ

24
▼
ク
ラ
フ
ト
体
験
　
■日 
５
月
１
日
○木 
～
３
日

○土 
・
５
日
○月 
・
６
日
○火 
　
■内 
・
■時 
①
草
木
染

め
…
午
前
　
時
、
午
後
１
時
　
②
鳥
ス
ト
ラ

10

ッ
プ
作
り
…
午
前
　
時
～
午
後
２
時
　
■定 
①

10

各
　
人
　
②
　
人
　
■費 
①
７
０
０
円
　
②
３

10

15

０
０
円
　
■持 
汚
れ
て
も
構
わ
な
い
服
装
　

■場 
・
■申 
同
セ
ン
タ
ー

▼
ヨ
モ
ギ
餅
つ
き
と
振
る
舞
い
　
■日 
５
月
４

日
○日 
午
前
　
時
　
■場 
同
セ
ン
タ
ー
　
■定 
先
着

11

１
０
０
人
　
■持 
箸
、
皿
（
有
料
で
貸
出
し
あ

り
）

▼
て
く
て
く
観
察
会
　
■日 
５
月
５
日
○月 
午
前

９
時
　
■内 
同
セ
ン
タ
ー
周
辺
で
見
ら
れ
る
花
、

鳥
な
ど
の
観
察
　
■持 
寒
く
な
い
服
装
等
　
■申 

同
セ
ン
タ
ー

▼
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
１
周
年
記
念
・
花
の
苗
プ

レ
ゼ
ン
ト
　
■日 
５
月
５
日
○月 
午
前
　
時
　
■場 

10

同
セ
ン
タ
ー
　
■定 
先
着
１
０
０
人

▼
共
通
　
■師 
同
セ
ン
タ
ー
パ
ー
ク
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
　
■問 
同
セ
ン
タ
ー
☎
　
‐
４
３
２
１

62

自
然
学
習
交
流
館
ほ
と
り
あ

▼
自
然
観
察
会「
早
春
の
花
散
策
」　
■日 
４
月

　
日
○土 
午
前
９
時
　
■定 
　
人
　
■師 
太
田
威
氏

12

20

（
自
然
写
真
家
）　
■費 
５
０
０
円
　
■場 
・
■申 
４

月
　
日
○木 
ま
で
同
館
へ

10
▼「
太
田
威
写
真
展
」～
カ
タ
ク
リ
～
　
■日 
４

月
　
日
○月 
ま
で
　
■内 
カ
タ
ク
リ
の
生
態
を
見

21
る
　
■場 
同
館

▼
共
通
　
■問 
同
館
☎
　
‐
８
６
９
３

33

創
造
の
森
交
流
館

▼
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会「
基
本
練
習
」　
■日 
４
月

　
日
○土 
午
前
　
時（
同
館
集
合
）　
■内 
基
本
練

12

10

習
、
３
～
５
娃
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
　
■師 
阿
部

安
夫
氏
（
日
本
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
協
会
公
認
指

導
員
）　
■申 
同
館
☎
　
‐
２
６
５
５

62

▼
初
め
て
の
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
「
春
の

野
鳥
観
察
」　
■日 
４
月
　
日
○土 
午
前
９
時（
同

19

館
ま
た
は
月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
集
合
）

■定 
　
人
　
■内 
玉
川
堤
で
野
鳥
観
察
、
野
鳥
の

20
ス
ラ
イ
ド
上
映
と
講
話
　
■師 
太
田
威
氏
（
自

然
写
真
家
）　
■持 
双
眼
鏡
等
　
■申 
４
月
　
日
17

○木 
ま
で
同
館
☎
　
‐
２
６
５
５
ま
た
は
同
セ

62

ン
タ
ー
☎
　
‐
４
３
２
１
へ

62

致
道
博
物
館

▼
山
水
画
の
楽
し
み
　
■日 
４
月
１
日
○火 
～
　20

■問 温海庁舎産業課☎43‐4616
　または山形県漁協念珠関総括支所☎44‐2100へ

鼠ケ関大漁旗フェスティバル

■内容
　◇地元漁師による鮮魚販売（午前10時～）
　◇鼠ケ関辨天太鼓上演
　◇漁船クルージング（先着300人・保険料100円）
　◇魚のつかみ取り（小学生限定・参加無料）
　◇エビ汁やイカの一夜干し、焼きそば等の出店コーナー
　　など

と　き：５/３○土 午前９時～午後３時午後３時
ところ：鼠ケ関港内
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伝
統
文
化
の
相
撲
甚
句
を
　

習
い
ま
せ
ん
か

■日 
毎
月
第
２
・
第
４
日
曜
日
午
後
１
時
～
３

時
　
■場 
中
央
公
民
館
　
■費 
月
額
１
、
０
０
０

円
　
■申 
甚
句
会

子
ど
も
・
大
人
（
ク
ラ
シ
ッ
ク
）

ギ
タ
ー
講
座

■日 
毎
週
月
曜
・
金
曜
・
土
曜
日
　
■場 
中
央
公

民
館
　
■内 
ギ
タ
ー
の
持
ち
方
、
合
奏
や
ソ
ロ

演
奏
の
指
導
　
■申 
４
月
　
日
○日 
ま
た
は
５
月

20

　
日
○土 
ま
で
グ
リ
ン
ギ
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ズ
事

31務
局
ヘ
　
■他 
ギ
タ
ー
や
譜
面
台
は
貸
出
し

募
集

鶴
岡
い
き
い
き
ま
ち
づ
く
り
事
業

■対 
市
内
の
団
体
が
主
体
的
に
行
う
、
豊
か
な

自
然
、
歴
史
、
文
化
等
の
地
域
資
源
の
掘
り

起
こ
し
や
活
用
を
図
り
、
新
た
な
活
力
を
生

み
出
す
地
域
づ
く
り
事
業
　
■
補
助
金
額
　

補
助
対
象
と
な
る
経
費
の
３
分
の
２
以
内
の

額
で
、
上
限
　
万
円
か
上
限
　
万
円
（
特
別

20

50

枠
）
の
ど
ち
ら
か
　
■申 
４
月
　
日
○月 
ま
で
所

21

定
の
補
助
金
交
付
要
望
書
を
本
所
地
域
振
興

課
☎
内
線
５
８
５
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
総
務

企
画
課
へ
　
■他 
審
査
の
上
、
補
助
の
可
否
を

決
定
。
詳
細
は
市
宛
「
地
域
振
興
課
」

鶴
岡
の
農
産
物
、
農
産
加
工
品
等
の
販
売

強
化
を
行
う
取
り
組
み
を
応
援
し
ま
す

■対 
市
内
の
直
売
組
織
、
農
業
生
産
法
人
、
生

講
座
・
講
習
会
 等

中
央
公
民
館
女
性
セ
ン
タ
ー

▼
短
期
講
座「
お
か
み
乃
お
へ
ぎ
 お
も
て
な

し
料
理
」
講
座
　
■日 
４
月
　
日
○木 
午
前
　
時

24

10

～
午
後
１
時
　
■師 
湯
田
川
温
泉
女
将
会
　
■費 

１
、
２
０
０
円
　
■申 
４
月
３
日
○木 
～
　
日
○金 

18

▼
資
格
取
得
準
備
講
座
「
調
理
師
試
験
合
格

を
め
ざ
し
て
」　
■日 
５
月
　
日
～
８
月
　
日

13

12

午
後
７
時
～
８
時
　30

分
（
全
　
回
）　
■対 
２

17

年
以
上
調
理
業
務
に

従
事
し
た
方
　
■内 
衛

生
法
規
、
公
衆
衛
生

学
、
栄
養
学
、
食
品
学
、
食
品
衛
生
学
等
　

■費 
１
万
１
、
５
０
０
円
（
教
材
代
等
）　
■申 
４

月
３
日
○木 
～
　
日
○金 

25

▼
共
通
　
■対 
市
内
、
三
川
町
、
庄
内
町
に
在

住
ま
た
は
勤
務
の
方
先
着
　
人
　
■場 
・
■申 
同

20

セ
ン
タ
ー
☎
　
‐
２
３
４
０
　

24

中
央
公
民
館
 短
期
青
年
講
座

▼
す
っ
ぴ
ん
メ
イ
ク
講
座
　
■日 
４
月
　
日
○土 

26

午
前
　
時
　
■師 
佐
藤
江
里
夏
氏
（
メ
イ
ク
ア

10

ー
テ
ィ
ス
ト
）

▼
肌
活
マ
ッ
サ
ー
ジ
講
座
　
■日 
５
月
１
日
○木 

午
後
７
時
　
■師 
佐
藤
真
由
美
氏
（
リ
フ
レ
ク

ソ
ロ
ジ
ス
ト
）　

▼
共
通
　
■場 
女
性
セ
ン
タ
ー
　
■対 
市
内
に
在

住
ま
た
は
勤
務
の
　
歳
～
　
歳
く
ら
い
の
方

18

40

先
着
　
人
　
■費 
６
０
０
円
　
■申 
４
月
　
日
○火 

12

22

ま
で
同
館
☎
　
‐
１
０
５
０
へ

25

生
涯
学
習
事
業
　
　
　
　
　
　
　

大
人
の
大
学
『
ふ
じ
し
ま
楽
学
館
』

■日 
５
月
９
日
～
来
年
３
月
の
毎
月
第
２
金
曜

日
午
前
９
時
～
正
午
（
全
９
回
。
８
月
・
来

年
１
月
は
休
み
）　
■場 
東
田
川
文
化
記
念
館
、

藤
島
体
育
館
他
　
■対 
庄
内
地
方
在
住
の
　
歳
60

以
上
の
方
　
人
　
■内 
講
話
、
習
字
、
介
護
、

15

陶
芸
、
座
談
会
、
体
操
、
音
楽
鑑
賞
、
遠
足

等
　
■費 
１
万
２
、
０
０
０
円
（
教
材
代
等
）　

■師 
深
沢
一
雄
氏
、
勝
木
章
子
氏
、
板
垣
隆
一

氏
、
鈴
木
勝
義
氏
、
長
谷
川
苑
子
氏
他
　
■申 

４
月
　
日
○土 
ま
で
東
田
川
文
化
記
念
館
☎

19

　
‐
２
５
３
７
へ

64
応
急
手
当
普
通
救
命
講
習

■日 
５
月
　
日
○日 
午
前
９
時
　
分
　
■場 
消
防
本

11

30

部
　
■定 
　
人
　
■内 
心
肺
 蘇
 生
法
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
含

そ

50

む
）　
■費 
１
５
０
円
　
■申 
４
月
７
日
○月 
～
５

月
４
日
○日 
に
消
防
署
☎
　
‐
８
３
３
１
ま
た

22

は
消
防
各
分
署
へ

赤
か
ぶ
大
学
「
温
海
地
域
の
里
山

と
海
の
資
源
を
学
ぶ
」（
全
６
回
）

▼
講
話
　
■日 
５
月
　
日
○水 
午
前
　
時
　
■場 
温

14

10

海
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
　
■内 
地
域
の
自
然
資

源
を
語
ろ
う
　
■師 
加
藤
丈
晴
氏（
羽
黒
山
伏
）、

岸
本
誠
司
氏
（
公
益
大
非
常
勤
講
師
）

▼
現
地
学
習
　
■日 
・
■内 
６
月
　
日
○火 
午
前
9

10

時
～
午
後
４
時
…
鼠
ケ
関
浜
の
供
裏
旬
僑
ト

ラ
フ
グ
に
つ
い
て
学
び
味
わ
う
、
イ
カ
の
塩

辛
作
り
　
７
月
　
日
○木 
午
前
　
時
～
午
後
４

24

10

時
…
森
林
資
源
の
活
用
に
つ
い
て
学
ぶ
、
温

海
町
森
林
組
合
工
場
・
新
潟
県
ス
ギ
ト
ピ
ア

見
学
　
９
月
４
日
○木 
午
前
８
時
　
分
～
午
後

30

４
時
…
鼠
ケ
関
浜
タ

コ
籠
漁
体
験
、
越
沢

棚
田
・
郷
清
水
見
学

　
月
４
日
○土 
午
前
８

10時
　
分
～
午
後
４
時

30
…「
豊
か
な
森
と
海

づ
く
り
　
あ
つ
み
」

in

に
参
加
し
森
林
資
源

に
つ
い
て
学
ぶ
　
来

年
１
月
　
日
○水 
午
前

21

９
時
～
午
後
３
時
…
の
り
打
ち
体
験
、
庄
内

浜
の
海
藻
に
つ
い
て
学
ぶ

▼
共
通
　
■定 
先
着
　
人
　
■費 
８
、
０
０
０
円

25

（
昼
食
代
等
）　
■申 
４
月
７
日
○月 
～
　
日
○金 
に

25

同
セ
ン
タ
ー
☎
　
‐
４
４
１
１
へ

43

危
険
物
取
扱
者
試
験
 

準
備
講
習
会

■
種
別
・
期
日
　
丙
種
…
５
月
　
日
○金 
　
乙

16

種
第
４
類
…
５
月
　
日
○土 
・
　
日
○日 
（
２
日

17

18

間
）　
■場 
消
防
本
部
　
■定 
各
１
０
０
人
　
■申 

４
月
　
日
○月 
～
５
月
９
日
○金 
に
消
防
本
部
☎

21

　
‐
８
３
３
２
、
消
防
署
ま
た
は
消
防
各
分

22署
へ消

防
設
備
士
試
験

■日 
５
月
　
日
○土 
　
■場 
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ

31

（
山
形
市
）　
■内 
甲
種
及
び
乙
種
（
と
も
に
全

類
）　
■
受
付
期
間
　
電
子
申
請
…
４
月
　11

日
○金 
午
前
９
時
～
　
日
○月 
午
後
５
時
　
書
面

21

申
請
…
４
月
　
日
○月 
～
　
日
○木 
　
■問 
消
防
試

14

24

験
研
究
セ
ン
タ
ー
山
形
県
支
部
☎
０
２
３
‐

６
３
１
‐
０
７
６
１
　
■他 
詳
細
は
同
セ
ン
タ

ー
宛
。
願
書
は
消
防
本
部
、
消
防
署
及
び
消

防
各
分
署
に
設
置
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中
央
公
民
館
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

参
加
（
者
）
団
体

　
同
館
談
話
室
等
を
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し

て
貸
し
出
し
ま
す
。

■日 
７
日
以
内
　
■対 
作
品
等
の
展
示
を
希
望
す

る
方
　
■費 
白
布
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
代
　
■申 
同
館

☎
　
‐
１
０
５
０
　
■他 
作
品
等
の
販
売
は
禁

25
止

ほ
と
り
あ
サ
ポ
ー
タ
ー

■対 
高
校
生
以
上
で
自
然
や
環
境
保
全
、
生
き

物
、
里
山
な
ど
に
興
味
の
あ
る
方
　
■内 
ほ
と

り
あ
事
業
全
般
の
お
手
伝
い
　
■申 
同
館
☎

　
‐
８
６
９
３
　

33
羽
黒
山
を
一
緒
に
案
内
し
ま
せ
ん
か
 

い
で
は
観
光
ガ
イ
ド
の
会
 会
員

■内 
羽
黒
山
周
辺
（
国
宝
五
重
塔
、
石
段
、
山

頂
な
ど
）
の
ガ
イ
ド
　
■申 
い
で
は
文
化
記
念

館
☎
　
‐
４
７
２
７
　
■他 
年
齢
不
問

62ち
ら
し
プ
ー
ル
準
備
（
チ
ラ

シ
ち
ぎ
り
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

■内 
５
月
　
日
○日 
に
開
催
す
る
「
鶴
岡
市
子
ど

18

も
ま
つ
り
」
の
ち
ら
し
プ
ー
ル
に
使
う
、
手

で
ち
ぎ
っ
た
チ
ラ
シ
へ
の
協
力
（
約
３
唖
四

方
の
広
告
チ
ラ
シ
。
中
央
児
童
館
へ
お
持
ち

く
だ
さ
い
）　
■問 
同
館
☎
　
‐
４
６
０
８

24

県
営
住
宅
 ４
月
募
集

■
募
集
住
宅
　
茅
原
２
号
…
３
Ｄ
Ｋ
・
１
戸
、

４
Ｄ
Ｋ
・
１
戸
　
茅
原
３
号
…
３
Ｄ
Ｋ
・
１

戸
　
■申 
４
月
７
日
○月 
～
　
日
○金 
午
前
　
時
～

11

10

産
者
グ
ル
ー
プ
等
の
団
体
が
行
う
、
首
都
圏

等
県
外
で
の
物
産
イ
ベ
ン
ト
や
商
談
会
へ
の

出
展
な
ど
意
欲
の
あ
る
販
路
拡
大
の
取
り
組

み
　
■
補
助
金
額
　
補
助
対
象
と
な
る
会
場

費
お
よ
び
出
展
経
費
（
輸
送
費
・
旅
費
・
物

品
リ
ー
ス
料
等
）
の
各
２
分
の
１
以
内
（
上

限
５
万
円
）
の
額
で
、
上
限
　
万
円
　
■申 
５

10

月
９
日
○金 
ま
で
本
所
農
政
企
画
室
☎
内
線
５

８
８
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
課
へ
　
■他 
詳

細
は
市
宛
「
農
政
課
」

河
川
管
理
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
 

山
形
県
ふ
る
さ
と
の
川
ア
ダ
プ
ト
事
業

■内 
県
が
管
理
す
る
河
川
・
海
岸
区
域
（
２
０

０
ｍ
以
上
の
区
間
）
の
美
化
活
動
（
清
掃
、

除
草
等
）　
■申 
４
月
　
日
○水 
ま
で
庄
内
総
合

30

支
庁
建
設
総
務
課
☎
　
‐
５
５
７
９
へ
　
■他 

66

団
体
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
な
り

ま
せ
ん
か

　
ア
メ
リ
カ
・
コ
ロ
ラ
ド
州
か
ら
の
青
年
訪

問
団
（
中
学
生
・
高
校
生
　
人
程
度
）
の
ホ

16

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
滞
在
中

の
平
日
は
出
羽
庄
内
国
際
村
企
画
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
な
ど
に
参
加
し
、
週
末
は
家
族
と
一
緒

に
過
ご
し
ま
す
。
訪
問
生
は
日
本
語
や
日
本

文
化
を
学
ん
で
い
る
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー

で
す
。

■日 
６
月
中
旬
の
１
週
間
程
度
　
■
受
入
条
件

１
部
屋
の
提
供
、
１
日
２
食
（
朝
・
夕
）
の

食
事
の
用
意
、
朝
・
夕
の
送
迎
が
可
能
な
方

（
条
件
に
満
た
な
く
て
も
興
味
の
あ
る
方
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
）　
■
受
入
人
数
　
１
家

族
１
人
ま
た
は
２
人
　
■申 
出
羽
庄
内
国
際
村

☎
　
‐
３
６
０
０
　
■他 
食
費
等
の
謝
礼
あ
り

25

コ
ロ
ラ
ド
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー

▼
中
高
生
コ
ロ
ラ
ド
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
　
■対 

庄
内
地
方
在
住
の
中
学
生
・
高
校
生
・
高
専

生
４
人
　
■費 
　
万
円
　

37

▼
社
会
人
コ
ロ
ラ
ド
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
　
■対 

県
内
在
住
の
社
会
人
４
人
　
■費 
　
万
円
（
国

34

内
移
動
費
は
含
み
ま
せ
ん
）　

▼
共
通
　
■日 
７
月
　
日
○金 
～
８
月
５
日
○火 
　

25

■場 
ア
メ
リ
カ
・
コ
ロ
ラ
ド
州
デ
ン
バ
ー
　
■

応
募
条
件
　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
　
▽

健
康
状
態
が
良
好
　
▽
積
極
性
が
あ
り
誰
と

で
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
　
▽

事
前
研
修
会
（
２
回
）
及
び
帰
国
報
告
会
に

参
加
で
き
る
　
■内 
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
乗
馬
・

ハ
イ
キ
ン
グ
・
博
物
館
見
学
な
ど
の
活
動
、

英
語
の
授
業
や
地
域
活
動
や
交
流
事
業
へ
の

参
加
　
■申 
出
羽
庄
内
国
際
村
に
あ
る
申
込
書

で
５
月
　
日
○土 
ま
で
同
国
際
村
☎
　
‐
３
６

24

25

０
０
へ
　
■他 
詳
細
は
同
国
際
村
宛

県
立
高
校
の
体
育
施
設
を
 

開
放
し
ま
す

▼
加
茂
水
産
高
校
体
育
館（
ア
リ
ー
ナ
）　
■日 

５
月
～
来
年
２
月
の
火
曜
・
木
曜
日
午
後
７

時
～
９
時

▼
共
用
体
育
館
【
旧
鶴
岡
家
政
高
校
】（
ア
リ

ー
ナ
、
卓
球
場
）　
■日 
５
月
～
来
年
３
月
の

火
曜
・
木
曜
日
午
後
７
時
～
９
時

▼
共
用
グ
ラ
ウ
ン
ド【
新
形
町・錦
町
地
内
】

■日 
５
月
～
　
月
の
平
日
午
後
３
時
ま
で
（
要

11

相
談
）

▼
共
通
　
■対 
通
年
利
用
す
る
　
人
以
上
の
団

10

体
　
■費 
ア
リ
ー
ナ
全
面
…
３
、
６
９
０
円

（
加
茂
水
産
高
校
）、
５
、
５
５
０
円
（
共
用

体
育
館
）　
ア
リ
ー
ナ
半
面
…
１
、
８
４
０

円
　
卓
球
場
…
９
２
０
円
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
…

１
、
８
４
０
円
　
■
使
用
可
能
な
種
目
　
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
卓
球
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
他
　
■
登
録
・
相
談
　

４
月
９
日
○水 
ま
で
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
　
‐
８
１

25

３
１
へ
　
■他 
使
用
料
は
消
費
税
率
引
上
げ
に

伴
う
料
金
改
定
あ
り

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
　

フ
ォ
ー
ラ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

　
同
館
内
西
側
の
空
間
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を

コ
ン
サ
ー
ト
会
場
と
し
て
貸
し
出
し
ま
す
。

■
貸
出
日
　
　
月
　

10

25

日
○土 
　
■対 
市
内
の
芸

術
文
化
団
体
ま
た
は

個
人
先
着
１
団
体
　

■内 「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を

２
時
間
貸
出
し
（
う

ち
１
時
間
が
公
演
。

リ
ハ
ー
サ
ル
は
原
則

貸
出
し
前
日
）　
■申 

４
月
　
日
○金 
～
８
月

25

　
日
○火 
に
同
館
☎

26　
‐
０
２
６
０
へ
　

29■他 
詳
細
は
同
館
宛

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
　
　
　

団
体
観
覧
し
ま
せ
ん
か

　
中
央
公
民
館
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
は
、

団
体
の
観
覧
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
観
覧

期
間
、
番
組
内
容
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■定 
　
人
　
■費 
３
歳
以
上
…
　
円
　
高
校
生
以

78

60

上
…
１
４
０
円
　
■場 
・
■問 
同
館
☎
　
‐
１
０

25

５
０



20

サ
ク
ラ
マ
ス
、ヤ
マ
メ
、イ
ワ
ナ
、

ヒ
メ
マ
ス
採
捕
禁
止
期
間
の
変
更

　
山
形
県
の
魚
・
サ
ク
ラ
マ
ス
、
ヤ
マ
メ
、

イ
ワ
ナ
、
ヒ
メ
マ
ス
の
保
護
培
養
を
図
り
、

そ
の
効
果
を
将
来
に
わ
た
っ
て
維
持
す
る
た

め
、
２
月
　
日
に
山
形
県
内
水
面
漁
業
調
整

27

規
則
が
一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

■
改
正
後
の
採
捕
禁
止
期
間
　
サ
ク
ラ
マ
ス

…
９
月
１
日
～
来
年
２
月
末
日
　
ヤ
マ
メ
、

イ
ワ
ナ
、
ヒ
メ
マ
ス
…
　
月
１
日
～
来
年
３

10

月
　
日
　
■問 
山
形
県
水
産
課
☎
０
２
３
‐
６

31
３
０
‐
２
４
７
８

ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
の
乗
り
入

れ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

　
朝
日
連
峰
周
辺
は
、
朝
日
山
地
森
林
生
態

系
保
護
地
域
と
磐
梯
朝
日
国
立
公
園
に
指
定

さ
れ
、
貴
重
な
動
植
物
の
生
態
系
が
守
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
こ
で
の
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
の

走
行
は
、
エ
ン
ジ
ン
の
騒
音
や
ト
ラ
ッ
ク
ベ

ル
ト
に
よ
る
樹
木
の
損
傷
等
に
よ
っ
て
、
生

態
系
へ
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
大
い
に
心
配

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
域
へ
の
ス
ノ
ー
モ

ー
ビ
ル
の
乗
り
入
れ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■問 
東
北
森
林
管
理
局
朝
日
庄
内
森
林
生
態
系

保
全
セ
ン
タ
ー
☎
　
‐
１
７
３
０

58

N
T
T
東
日
本
発
行
の
電
話

帳
を
配
達
・
回
収
し
ま
す

　
４
月
中
に
順
次
、
新
し
い
電
話
帳
を
各
家

庭
・
事
業
所
へ
お
届
け
し
ま
す
。
現
在
お
使

い
の
電
話
帳
は
、
お
届
け
の
と
き
に
回
収
し

ま
す
の
で
、
配
達
員
へ
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

■問 
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

０
１
２
０
‐
５

０
６
３
０
９

午
後
５
時
に
県
営
住
宅
指
定
管
理
者
西
王
不

動
産
☎
　
‐
３
２
１
０
へ
　
■他 
抽
せ
ん
会
は

66

４
月
　
日
○火 
。
入
居
時
期
は
６
月
上
旬

22ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

■
保
険
期
間
　
４
月
１
日
○火 
～
来
年
３
月
　31

日
○火 
　
■
受
付
期
間
　
来
年
３
月
　
日
○月 
ま

30

で
　
■対 
ス
ポ
ー
ツ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
を
行

う
５
人
以
上
の
社
会
教
育
関
係
団
体
　
■内 
傷

害
保
険
、
賠
償
責
任
保
険
、
共
済
見
舞
金
制

度
を
組
み
合
わ
せ
た
保
険
　
■
掛
金
　
１
人

８
０
０
円
か
ら
　
■問 
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
山

形
県
支
部
☎
０
２
３
‐
６
４
２
‐
８
３
２
１

■他 
加
入
に
必
要
な
書
類
は
ス
ポ
ー
ツ
課
に
設

置
市
民
農
園
「
月
山
レ
ン
タ
ル

フ
ァ
ー
ム
」
入
園
者

　
庄
内
平
野
を
望
む
月
山
高
原
に
自
分
の
農

園
を
持
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
入
園
期
間
　
４
月
～
来
年
３
月
（
冬
期
間

は
閉
鎖
の
た
め
イ
ベ
ン
ト
等
を
開
催
予
定
）

■
募
集
区
画
　
月
山
麓
　
‐
３
団
地
（
羽
黒

11

町
川
代
字
東
増
川
）
内
　
区
画
　
■費 
１
区
画

71

（
約
１
０
０
㎡
）年
額
１
万
円
　
■申 
同
団
地
利

用
組
合
事
務
局
（
㈱
ア
イ
デ
ィ
ア
）
☎
　
‐
29

６
１
８
８
　
■他 
詳
細
は
同
事
務
局
宛

相
談
・
そ
の
他

Ｂ
型
肝
炎
特
別
措
置
法
説
明

会
・
個
別
相
談
会

■日 
４
月
５
日
○土 
午
後
１
時
　
分
～
４
時
（
３

30

時
受
付
終
了
）　
■場 
庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ

ー
　
■対 
集
団
予
防
接
種
で
Ｂ
型
肝
炎
に
な
っ

た
方
と
そ
の
家
族
　
■内 
弁
護
士
に
よ
る
説

明
・
個
別
相
談
　
■申 
全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
新

潟
事
務
所
☎
０
２
５
‐
２
２
３
‐
１
１
３
０

■他 
個
別
相
談
会
の
み
の
参
加
も
可
。
予
約
の

方
優
先

解
雇
、
雇
い
止
め
、
賃
金
カ
ッ
ト
、
労
働
時
間
等
 

な
ん
で
も
労
働
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

■日 
５
月
　
日
○土 
・
　
日
○日 
午
後
１
時
～
５
時

17

18

■
相
談
電
話
番
号
　
連
合
鶴
岡
田
川
地
協
☎

　
‐
８
６
０
５

25
山
形
財
務
事
務
所
 

借
金
返
済
に
関
す
る
相
談

　
相
談
員
が
借
金
の
状
況
等
を
お
聞
き
し
、

対
応
し
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
弁
護
士
等
の

専
門
家
に
引
き
継
ぎ
ま
す
。

■日 
月
曜
～
金
曜
日
午
前
８
時
　
分
～
午
後
５

30

時
　
分
　
■
相
談
電
話
番
号
　
☎
０
２
３
‐

15
６
４
１
‐
５
２
０
１

山
形
大
学
医
学
部
附
属
病
院
 

が
ん
患
者
相
談
室

　
が
ん
に
関
す
る
治
療
や
検
査
、
療
養
や
痛

み
の
悩
み
、
医
療
費
な
ど
の
不
安
や
心
配
事

へ
専
任
相
談
員
が
対
応
し
ま
す
。

■日 
月
曜
～
金
曜
日
午
前
８
時
　
分
～
午
後
５

30

時
　
■
相
談
電
話
番
号
　
☎
０
２
３
‐
６
２

８
‐
５
１
５
９

自
衛
官
等
採
用
試
験
 

■
職
種
　
一
般
幹
部
候
補
生
（
陸
・
海
・
空
）

■
１
次
試
験
日
・
場
所
　
５
月
　
日
○土 
（
飛

10

行
要
員
の
み
　
日
○日 
）・山
形
市
　
■申 
４
月
　

11

25

日
○金 
ま
で
自
衛
隊
山
形
地
方
協
力
本
部
鶴
岡

出
張
所
☎
　
‐
０
４
６
６
へ

22

日
本
赤
十
字
社
で
は
救
急
法

等
の
講
師
を
派
遣
し
ま
す

■対 
町
内
会
や
事
業
所
、
学
校
等
の
団
体
　
■内 

救
急
法
…
急
病
人
の
救
命
手
当
て
、
け
が
人

の
応
急
手
当
て
　
水
上
安
全
法
…
水
の
事
故

時
の
救
助
と
手
当
て
　
雪
上
安
全
法
…
ス
キ

ー
場
で
の
け
が
人
の
手
当
て
　
健
康
生
活
支

援
講
習
…
健
や
か
な
高
齢
期
の
た
め
の
知
識

と
技
術
　
幼
児
安
全
法
…
乳
幼
児
の
急
病
と

け
が
の
手
当
て
　
■申 
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１

３
８
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

藤
沢
周
平
記
念
館
・
旧
致
道
館
・
大
宝
館
 

臨
時
開
館
の
お
知
ら
せ

　
毎
週
水
曜
日
は
休
館
日
で
す
が
、
４
月
　30

日
○水 
は
開
館
し
ま
す
。

■問 
藤
沢
周
平
記
念
館
…
同
館
☎
　
‐
１
８
８

29

０
　
旧
致
道
館
・
大
宝
館
…
社
会
教
育
課（
櫛

引
庁
舎
）
☎
　
‐
４
８
６
８

57

黒
川
能
面
装
束
図
譜
の
刊
行

　
５
０
０
年
以

上
の
歴
史
を
誇

る
「
黒
川
能
」。

古
来
か
ら
伝
わ

る
面
や
装
束
を

所
収
し
た
図
譜
を
改
定
し
、
３
月
に
刊
行
し

ま
し
た
。

■内 
装
束
写
真
１
１
０
点
、
面
写
真
１
０
２
点
、

解
説
、
特
別
寄
稿
（
Ａ
４
版
、
１
７
２
ペ
ー

ジ
）　
■問 
王
祇
会
館
内
「
黒
川
能
保
存
会
」
☎

　
‐
５
３
１
０
　

57
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鳥
海
山
お
も
し
ろ
自
然
塾
 

笹
巻
き
体
験
教
室

■日 
４
月
　
日
○金 
・
　
日
○日 
午
前
　
時
　
分
～
午
後
２
時
　
■定 
各
日
先

11

13

10

30

着
　
人
　
■費 
２
、
０
０
０
円
　
■持 
エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
等
　
■場 
・
■申 

20
各
日
１
週
間
前
ま
で
、
し
ら
い
自
然
館
内
「
鳥
海
山
お
も
し
ろ
自
然

塾
推
進
協
議
会
」
☎
０
２
３
４
‐
　
‐
２
０
６
９
へ

72

出
羽
遊
心
館
 

春
の
市
民
茶
会

■日 
４
月
　
日
○日 
午
前
　
時
～
午
後
２
時
　
分
　
■場 
同
館
　
■内 
茶
会

20

10

30

（
二
席
）、
酒
田
の
歴
史
資
料
展
示
　
■
前
売
り
券
　
５
０
０
円
　
■

前
売
り
券
取
扱
い
　
酒
田
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
、
同
館
　
■問 
酒
田

市
社
会
教
育
課
☎
０
２
３
４
‐
　
‐
２
９
９
３
　
■他 
当
日
券
あ
り

24

（
枚
数
限
定
）

楯
山
公
園
桜
ま
つ
り

■日 
４
月
　
日
○土 
・
　
日
○日 
午
前
　
時
～
午
後
４
時
　
■場 
同
公
園
　
■内 

26

27

11

 鰊
・
 庄
内
豚
あ
ぶ
り
販
売
、
売
店
、
庄
内
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、

に
し
ん

庄
内
カ
ラ
オ
ケ
大
会
　
■
前
売
り
券
　
１
、
０
０
０
円
（
鰊
あ
ぶ
り

ま
た
は
庄
内
豚
あ
ぶ
り
・
お
酒
・
買
い
物
券
１
０
０
円
分
・
抽
せ
ん

券
）　
■
前
売
り
券
取
扱
い
　
庄
内
町
商
工
ふ
れ
あ
い
会
館
、
庄
内

町
商
工
会
立
川
支
所
、
庄
内
町
立
川
庁
舎
　
■問 
庄
内
町
観
光
協
会
☎

０
２
３
４
‐
　
‐
２
９
２
２

42

鳥
海
山
や
わ
た
前
ノ
川
釣
り
大
会

■日 
５
月
　
日
○日 
午
前
６
時
　
分
～
午
後
１
時
　
■場 
升
田
地
区
前
ノ
川

25

30

■定 
先
着
１
０
０
人
　
■費 
中
学
生
以
上
…
３
、
０
０
０
円
　
小
学
生
…

１
、
５
０
０
円
（
別
途
遊
漁
券
が
必
要
）　
■申 
５
月
２
日
○金 
ま
で
同
大

会
実
行
委
員
会
☎
０
２
３
４
‐
　
‐
３
１
１
５
へ

64

　出羽商工会女性部温海支部の有
志が立ち上げた「あつみ湯けむり
女子会」。斎藤さんをはじめとす
るメンバーは、「あつみ温泉にま
た来たい」と思ってもらえるよう、
体験施設「遊ったりや」を拠点に、
温海地域の文化体験や観光案内等
をとおして、観光客のおもてなし
に力を注いでいます。

さん　（温海・湯温海）

　仕事や趣味など、様々な分野で目標
に向かって、生き生きと輝いている市
民の皆さんを紹介していきます。

あつみ温泉の玄関口でお・も・て・な・し

 斎 藤  
さ い と う

 優 子 
ゆ う こ

 「高速道路も開通するし、女性部であつみ温泉のた
めに何かやりでのー。優子ちゃん、発起人さなって
くれねがの」と声を掛けてもらったのは２年前、日
本海東北自動車道あつみ温泉インターチェンジが完
成した頃です。私は電気工事店を経営していますが、
仕事でも日常生活でも、地域の方にお世話になって
います。「何か恩返しができれば」という気持ちで引
き受け、「あつみ湯けむり女子会」を立ち上げました。
　メンバーは地元に店を構える方たちで忙しいです
が、週末は「遊ったりや」でお客様が温海地域の文化
を体験する際に講師をする等のおもてなしをしてい

ます。また日頃から、どうしたら喜んでもらえるか
試行錯誤しています。昨年秋には旅館の協力を得て、
ツアー客を対象にしな布でしおり作り体験を行いま
した。説明にどうしても方言が入ってしまいますが、
お客様からは「温海に来たという感じがしてうれし
いね。また来るよ」との声を頂くことも。もっと喜
んでもらいたいと思いますし、力が湧いてきますね。
 「遊ったりや」は湯の里橋の近くにあり、今年は４
月19日○土 にオープンします。元気な「あつみ美人」
たちがお待ちしていますので、あつみ温泉にお越し
の際はぜひお立ち寄りください。



※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。各種相談窓口　

　　 相 談 日 時 等　 　　　 相 談 窓 口 ・ 電 話 番 号　 　　　 内 容　 　

月曜～金曜日（祝日は除く）９：00～16：00鶴岡市総合相談室0120‐866‐294総合相談（身近な悩みや心配ごと等）

月曜～金曜日（祝日は除く）９：00～1６：00
消費生活センター☎25‐2982消 費 生 活 相 談

鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215内 職 相 談 、 若 年 者 職 業 紹 介

月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00
教育委員会学校教育課☎57‐4864

教育相談（体罰その他教育全般）

 〃（障がいのある子の就学）

青少年育成センター0120‐783‐748 〃（ 青 少 年 の 健 全 育 成 ）

月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00教育相談センター☎23‐9351 〃（不登校・いじめ・発達等）

月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15

子ども家庭支援センター☎25‐2741子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談

鶴岡市地域包括支援センター☎29‐4180高 齢 者 に 関 す る 相 談

障害者相談支援センター☎25‐2794障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童）

今月の各種相談窓口開設日　４/５葛５/４
　 相 談 日 時 ・ 会 場 等　　　 問 合 せ　 　　　　 内 容　 　

８日○火 14：00～16：00・市役所本所本所市民課☎内線158

行　 政　 相　 談
（ 行 政 相 談 委 員 )

15日○火 13：30～15：30・羽黒福祉センター羽黒庁舎総務企画課☎内線227

15日○火 13：30～15：30・朝日山村開発センター朝日庁舎総務企画課☎内線410

21日○月 13：00～15：00・温海ふれあいセンター温海庁舎総務企画課☎内線312

25日○金 13：00～15：00・藤島ふれあいセンター藤島庁舎総務企画課☎内線214

25日○金 13：00～15：30・市役所本所本所市民課☎内線158交 通 事 故 相 談 (弁 護 士 )

17日○木 ９：00～16：00・市役所本所本所市民課☎内線158登記相談（司法書士)［特設］

12日○土 ９：30～16：00（要予約）・同事務所日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040休 日 年 金 相 談

休日診療
捌急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　煙開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①９：00～11：30　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②13：30～16：30　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③18：00～20：30
　　　　　　＜上記以外の月曜 ～土曜日＞　④19：00～21：30
　煙診療科　内科、小児科、外科（②のみ）
　※小児科は、①のみ専門医が診察します。
捌休日の歯痛の際は…　休日歯科診療所☎23‐0372
　煙開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①９：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②13：00～15：00

　■問 健康課（にこ樺 ふる）☎内線362

会　場受　付　時　間月　日
鶴岡協同の家こぴあ10：00～11：30４  . 12  ○土 
       〃13：00～16：00〃  
市役所本所９：30～11：3025 ○金 
  〃13：00～15：30〃  

献血（４月分）
　献血会場で骨髄ドナー登録もできます
　■問 健康課（にこ樺 ふる）☎内線363
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